
平成２３年度優先度判定パブリックコメント結果 

No. 属性
年
代

府省
名

施策
番号

施策名
ご意見
概要

ご意見 その理由

4801
その
他

～
19
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

「若手研究（A）・（B）」は、若
い研究者にとって研究費獲
得の登龍門となっており、大
幅な拡充は必要である。

新しい研究テーマにチ
ャレンジするため、応
募しやすい研究資金制
度である。

4802

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

科学技術立国としての根幹
となる予算であり、継続的に
きわめて優先度の高い事項
として位置づけられるべき。

科学研究は、純粋な工
学技術とは異なり、国
からの研究費のサポ
ートなくしては成り立た
ない。産業や工業が科
学の上に成り立ってい
ることからも、基礎学
問の活性は重要であ
る。

4803

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24114

（独）宇宙航
空研究開発
機構「地球
環境予測・
統合解析に
向けた衛星
観測データ
の高度化」

このま
ま推進
すべき

これからもぜひ推進すべきだ
と思います。

本プログラムは、貴重
な衛星観測データを活
用するために有効であ
るから。

4804
民間
企業

50
～
59
歳

文部
科学
省

24114

（独）宇宙航
空研究開発
機構「地球
環境予測・
統合解析に
向けた衛 星
観測データ
の高度化」

このま
ま推進
すべき

気候変動をいち早く捉える基
本的な事業であり、世界で排
出削減をリードする日本とし
ては削ってはならない事業で
ある。

宇宙科学技術はその
裾野が広く応用範囲も
広い。 
ＮＡＳＡの例を見るまで
もなく様々な問題、課
題の解決や日本の技
術を高める源泉になる
こともあわせて述べさ
せていただく。

4805

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24008
テニュアトラ
ック普及・定
着事業

このま
ま推進
すべき

若手研究者が自立して研究
できる環境を整備することは
重要である。

研究者養成の支援策
として必要である。

4806
その
他

～
19
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

我が国の研究者の研究活動
を支える重要な競争的資金
であり、予算規模を拡充すべ
きである

大学等の研究費が減
少するなかで、公的な
研究資金による研究支
援は必要である 

4807

民間
50
～

文部
科学

24137

アルマ計画
このま
ま推進

この基礎研究は国際貢献で
あること、結果は科学する青

宇宙科学技術はその
裾野が広く応用範囲も
広い。 
ＮＡＳＡの例を見るまで
もなく様々な問題、課
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企業 59
歳

省 の推進 すべき 少年を育てることにもなり是
非とも継続願いたい。

題の解決や日本の技
術を高める源泉になる
こともあわせて述べさ
せていただく。

4808

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

これからもぜひ推進すべきだ
と思います。ＰＤＦ詳細版の
「革新的技術の基盤となる」
などの文言をそれほど頻出
させなくともよいのではない
かと思います。

本プログラムは、学問
の推進のために不可
欠であるから。

4809
民間
企業

50
～
59
歳

文部
科学
省

24169
我が国の宇
宙技術の世
界展開

このま
ま推進
すべき

世界および国家の安全保障
上、防災、環境監視、国土管
理、資源管理の管理を宇宙
から行っていくことは、国家
戦略上大切であると考えま
す。 
国際貢献と、国家の環境戦
略を後押しする意味でも継続
をお願いしたい。

宇宙科学技術はその
裾野が広く応用範囲も
広い。 
ＮＡＳＡの例を見るまで
もなく様々な問題、課
題の解決や日本の技
術を高める源泉になる
こともあわせて述べさ
せていただく。

4810

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

我が国の研究者の研究活動
を支える重要な競争的資金
であり、予算規模を拡充すべ
きである。 

新しい研究テーマにチ
ャレンジするため、応
募しやすい研究資金制
度である。

4811
その
他

30
～
39
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

「若手研究（A）・（B）」は、若
い研究者にとって研究費獲
得の登龍門となっており、大
幅な拡充は必要である。

新しい研究テーマにチ
ャレンジするため、応
募しやすい研究資金制
度である。

4812
民間
企業

50
～
59
歳

文部
科学
省

24170

Bepi 
Colombo(水
星探査プロ
ジェクト）

このま
ま推進
すべき

高温、高放射線環境下に耐
用可能な水星磁気圏探査機
及び観測装置を開発するこ
とは、水星と言った天体の調
査だけでなく、原子力発電所
の炉心近くの様々な計測に
も役に立つものと思う。先進
技出の応用の裾野を考慮い
ただき継続をお願いしたい。

宇宙科学技術はその
裾野が広く応用範囲も
広い。 
ＮＡＳＡの例を見るまで
もなく様々な問題、課
題の解決や日本の技
術を高める源泉になる
こともあわせて述べさ
せていただく。

この提案は，大学・研
究機関が ”テニュアト
ラック教員”という名称
で博士号取得者を任
期付研究職として採用
するための研究費を補
助するとしている。しか
し，その任期が終了し
た後に常勤職に移行
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4813
その
他

50
～
59
歳

文部
科学
省

24008
テニュアトラ
ック普及・定
着事業

推進す
べきで
はない

この提案は，”博士号取得者
の大学・研究機関の常勤職
へのキャリアパスの確立”と
いう本質的なポイントを見逃
している，あるいは，意図的
に避けており，税金を投入す
る価値がある提案とは思え
ない。

することを支援すると
は一言も述べられてい
ない。この制度によっ
て採用された教員は，
単に ”テニュアトラック
教員”という名称を与え
られるだけなのであ
る。目標とすべきこと
は，博士号取得者の大
学・研究機関の常勤職
へのキャリアパスを確
立する事である。ところ
が，この提案は，”博士
号取得者の大学・研究
機関の常勤職へのキ
ャリアパスの確立”とい
う本質的なポイント
を，”テニュアトラック教
員という名称の任期付
研究職の設置”という
本質的でないことに置
き換えている。拙劣な
提案であると言わざる
得ない。 
 
また，この提案は，”テ
ニュアトラック教員”を
任期付研究職の一形
態としているが，これ
は，米国の大学におけ
る tenure system" の
正しい認識とは言えな
い。米国の大学が 
"tenure track position" 
で教員を採用する場合
には，基本的には 
"tenured position"（常
勤職）を用意しており，
５～７年後にその教員
が常勤職に移行するこ
とを前提としている。ま
た，米国の大学の 
"tenure track position" 
での雇用は，大学教員
としての雇用であり，研
究員としての雇用では
ない。従って，"tenure 
track position" の教員
が "tenured 
position" （常勤職）に
移行するためには，研
究・教育・大学運営の
全てにおいて，高い水
準の実績を挙げること
が求められるのであ
る。"
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4814

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24010
女性研究者
研究活動支
援事業

このま
ま推進
すべき

女性研究者支援室の整備等
は，男女参画社会の形成の
ためにも必要な施策である。

我が国の女性研究者
の割合を高めていくこ
とは，新成長戦略のシ
ナリオに沿っている。

4815

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

科研費は、我が国の科学技
術の根底を支える、きわめて
重要な役割を担っており、科
学立国としての世界的なポ
ジションを更に高め、築くた
めにも予算規模の拡充は不
可欠の課題であると考える。 

とくに我々若手研究者
にとっては、新たな研
究に取り組むための極
めて貴重な財源であ
り、その獲得への挑戦
は研究に対するモチベ
ーションをさらに高める
原動力ともなっている。
大学等における研究
費の削減に加え、公的
な研究支援（競争的資
金の獲得機会）までも
が弱まれば、研究者の
活動基盤は確実に揺
らぎ、ひいては我が国
の科学技術の将来さえ
もが危ぶまれるものと
考える。将来を見据
え、研究支援の強化・
拡充をご検討頂きた
い。

4816
その
他

～
19
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

基礎研究を行う大学、独立
行政法人、民間企業の研究
所等に在籍する研究者が応
募できるもので、研究者が応
募しやすい研究資金である

新しい研究の芽を育て
るためには、採択率を
上げて、多くの研究者
を支援する必要があ
る。

4817

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このま
ま推進
すべき

国立大学の予算をこれ以上
削減すると大学は学費を上
げざるをえなくなりかなりの
収入のある家庭のお子さん
しか大学に進学できなくなり
ます。これは数十年社会が
後退するすることを意味する
と思います。奨学金制度も単
なる借金であり社会人がいき
なり数百万の借金を背負っ
ても、収入が上がる見込みも
昔のように無い昨今の状況
では若い人にとってあまりに
大きなリスクです。地方の振
興のためにもせめて県にひ
とつは健全な国立大学があ
るべきです。

国立大学の学費がせ
めて現状程度であるこ
とはどんな家に生まれ
ても誰もが医者でも弁
護士でも学者でも官僚
でもなれるチャンスが
あるということです。こ
れ以上急激に学費が
上がれば、もともと裕
福な家の子供しかそう
いうチャレンジのスター
トラインにつけなくなっ
てしまいます。これは
個人の努力で克服でき
ない「真の格差」を定
着させることにつなが
り、結果的に回復がし
がたい大きなダメージ
を日本が誇ってきた科
学技術や文化というか
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けがえのない資源に与
えることになると思いま
す。

4818

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24115

分子イメー
ジング研究
戦略推進プ
ログラム

このま
ま推進
すべき

まだ、日本では、開始されて
間もない分野であるが、医療
における重要度は，今後ま
すます増加すると考えられ、
組織的に推進すべきである。

日本は、この分野で
は，出遅れているが、
プロジェクトの開始にょ
って認知度は高まって
きた。今後、独自性を
高め、世界レベルにま
で、引き上げる必要が
あるため

4819

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

○ 我が国の研究者の研究
活動を支える重要な競争的
資金であり、予算規模を拡充
すべきである。 
○ 研究者の研究活動を支援
する重要な制度であり、着実
な予算確保が必要。 
○ 基礎研究を行う大学、独
立行政法人、民間企業の研
究所等に在籍する研究者が
応募できるもので、研究者が
応募しやすい研究資金であ
る。 
○「若手研究（A）・（B）」は、
若い研究者にとって研究費
獲得の登龍門となっており、
医歯薬系は特に5歳程度の
年齢制限の大幅な拡充を含
めて予算増額は必要であ
る。 

○ 新しい研究テーマ
にチャレンジするため、
応募しやすい研究資金
制度である。 
○ 新しい研究の芽を
育てるためには、採択
率を上げて、多くの研
究者を支援する必要が
ある。 
○ 大学等の研究費が
減少するなかで、公的
な研究資金による研究
支援は必要である。 

4820

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24141
特別研究員
事業

このま
ま推進
すべき

これからもぜひ推進すべきだ
と思います。

本プログラムは、多大
な実績を有しているか
ら。

4821

大
学・
公的
研究
機関

30
～

文部
科学

24144

私立大学等
このま
ま推進

我が国は、労働人口が減少
しますので、技術進歩率を高
める以外に、経済成長を高
める方法はないように思わ

唐突ですが、人生80年
の時代ですので、人材
への投資は、耐久年数
の極めて長い「人的資
源へのインフラ整備」
になると考えておりま
す。特に、知的産出物
は、経済成長を実現す
るために必要不可欠だ
と考えますので、それ
を実践している大学へ
の投資は、重要だと考
えております。特に、私

5



（独
法・
公設
試
等）

39
歳

省 経常費補助 すべき れます。教育と研究に集中
投資することで、技術進歩率
の向上を目指すべきだと考
えております。

立大学は、我が国の大
半を占めますので、私
大への投資は、我が国
の基盤を強化するため
にも、必要不可欠だと
考えます。研究の成果
物は、いつどこで、どの
ように役立つかわかり
ませんので、文系と理
系を問わず、どの学部
にも、投資するべきだ
と考えます。

4822

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

20
～
29
歳

文部
科学
省

24014

頭脳循環を
加速する若
手研究者戦
略的海外派
遣事業

このま
ま推進
すべき

非常に価値のある施策だと
思うので、どんどん進めてほ
しい。 
特に、研究者としては非常に
初期の段階である博士課程
の学生にも多くの機会を与え
ること、および、帰国後のポ
スト確保にもきちんとしたケ
アをすることをお願いしたい。

長期の海外滞在により
研鑽を積むことは、研
究者として成長するう
えで非常に重要だと思
う。私は数学を学んで
いる学生であるが、数
学においても文献を通
じて学ぶだけでなく、他
の研究者との直接議
論することは非常に重
要だと感じている。博
士課程の学生にも多く
の機会を与えるようお
願いしたのは、この時
期が研究者へと離陸
する際の重要な時期だ
からである。また、帰国
後のポスト確保の難し
さから海外での修行を
思いとどまる例が多い
ように思うので、帰国
後のポスト確保にも十
分なケアをしていただ
きたい。

4823
その
他

～
19
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

我が国の研究者の研究活動
を支える重要な競争的資金
であり、予算規模を拡充すべ
きである

新しい研究テーマにチ
ャレンジするため、応
募しやすい研究資金制
度である

4824
民間
企業

40
～
49
歳

経済
産業
省

27149

ゲノム創薬
加速化支援
バイオ基礎
技術開発

このま
ま推進
すべき

資源の乏しい我が国に於い
ては「科学・技術立国」は国
の最重要戦略である。独自
の分野で世界トップに立つ研
究開発が重要であり、その中
でも世界の先端を行く、膜タ
ンパク質及びその複合体の
構造解析技術、高度な計算
科学技術を活用し、ポストゲ
ノム研究の産業利用が期待
されるゲノム創薬を加速させ
る施策は大変重要である。

今後 高齢化が進む社
会で、新薬の開発・効
率化は非常に重要な
課題であり、現在の日
本は企業、政府研究機
関、大学は海外に比べ
ると 残念ながら大きく
遅れているのが現状で
ある。今後、絶対に必
要な技術とされる新薬
の開発を進める為にも
ゲノム創薬の研究を推
進することで日本の技
術強化に貢献し、世界
をリードする新薬開発
に繋げることが出来る
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事が期待される。

4825

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

「若手研究（A・B）」「挑戦的
萌芽研究」などの独創的な
研究を推進する事業は、ぜ
ひ推進すべきである。一方
で、国家財政が逼迫している
現状を考えると、上記以外の
大型の研究費の削減はやむ
を得ないだろう。

資源の乏しい日本が
国際競争を勝ち抜くた
めには、他国に真似の
できない科学技術を打
ち立てることが必須で
ある。そして、独創的な
技術は、数々の試行錯
誤の上に成り立つ。あ
る程度小規模な段階で
試行錯誤を促進するた
め、「若手研究（A・B）」
「挑戦的萌芽研究」は
重要であろう。

4826
民間
企業

40
～
49
歳

文部
科学
省

24125
免疫・アレル
ギー科学総
合研究事業

このま
ま推進
すべき

花粉症のワクチン開発をされ
ているとのことで早急に開発
を推進して頂きたい。

花粉症で悩んでいる人
は多い。会社でも春に
多くの社員が悩んでい
る。集中力が落ちて業
務効率が落ちる。災害
にもつながりかねな
い。国の総力をあげて
ワクチン開発に取り組
むべきだ。

4827

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

経済
産業
省

27005

グリーン・サ
ステイナブ
ルケミカルプ
ロセス基盤
技術開発
（化学品原
料の転換・
多様化を可
能とする革
新グリーン
技術の開
発）

このま
ま推進
すべき

石油資源自体の供給リスク
を克服して、汎用的に入手可
能な、気体原料や非可食性
植物由来原料から有用な化
合物を省エネルギー・高効率
に製造するプロセスの開発
は、今後ますます重要とな
る。よって一層拡充すること
が望ましい。

再生可能資源の中で、
バイオマス資源は唯一
工業原材料供給源とな
るものであり、とりわけ
蓄積量の多い非可食
植物バイオマス資源
（木質資源）からの有
用物資製造システム開
発は、今後一層重要と
なる。

4828

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24012

博士課程教
育リーディン
グプログラ
ム

このま
ま推進
すべき

大学院における教育機能を
強化するための支援策として
重要である。

国際社会で通用する
人材育成は，我が国の
発展のために必要不
可欠である。

4829
民間
企業

40
～
49
歳

文部
科学
省

24125
免疫・アレル
ギー化学総
合研究事業

このま
ま推進
すべき

絶対に治る花粉症のワクチ
ンを早く作って欲しいです。 

花粉症で毎年つらい思
いをしているので、１回
飲めば１生飲まなくて
済むような薬を開発し
て欲しいです。 

4830

大
学・
公的
研究
機関

50
～

文部
科学

24143 大学院教育
改革推進事
業のうち、グ

このま
ま推進

当初、配布されていた間接
経費30％を復活すべきだと

当初、間接経費によっ
て、大学本部・部局の
理解がより有効に得ら
れ、また、直接経費で
執行できない経費の執

7



（独
法・
公設
試
等）

59
歳

省 ローバル
COEプログ
ラム

すべき 思います。 行が可能であったこと
から、当プログラムの
運営を円滑に進めるこ
とができたから。

4831

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このま
ま推進
すべき

大学等が持続的な成長・発
展を遂げていくためには、イ
ノベーションにより新たな価
値を生み出すことが必要不
可欠であり、教育力・研究力
を強化すること。また、大学
附属病院においては質の高
い医療を提供するためにも、
本事業は極めて重要であ
る。 

豊かな人材養成や独
創的・先端的な学術研
究を推進するために安
全性(耐震等)・機能性
に問題のある既存建
物の改善、高度化・多
様化する教育研究活
動に必要な新たなスペ
ースの確保。また、地
域医療の最後の砦とな
る大学附属病院の再
生を行い、高度先端医
療等の提供を行うこと
は、国民にとって有益
なことである。

4832
民間
企業

40
～
49
歳

文部
科学
省

24174

革新的ハイ
パフォーマ
ンス・コンピ
ューティン
グ・インフラ
（HPCI）の構
築

このま
ま推進
すべき

HPCIの構築を推進すること
で、関係領域の研究につい
ては相当の進歩が見込め
る。特に原理・定理の少ない
生物系研究、特にシステム
ズバイオロジーは、HPCIの
推進と共に、集中的に研究を
深化させるべきである。

科学技術立国を目指
す日本は、自ら研究を
行い、技術を開発すべ
きである。他国の技術
をコピーして済ませら
れる問題ではない。シ
ステムバイオロジーの
分野でも世界のトップ
を目指すべきである。
そのためには、モデル
を検証するためのHPC
が必要だと考える。シ
ステムズバイオロジー
を深化させ、ESおよび
iPS細胞の挙動を解析
し、世界をリードできる
ようになれば素晴らし
い。

4833

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24144
私立大学等
経常費補助

推進す
べきで
はない

日本における大学数は欧米
に比べても飽和状態であり、
国公立も含めて大学数の削
減を考えるべき。特に、国が
国家予算を私学の運営のた
めに使う必要はない。

私学は、それぞれの経
理で運営するべきであ
り、それができない私
学は破たんしてもいた
しかたない。会社では
それは当然のことで、
大学だけがそれから逃
れられる必然性はな
い。

4834
その
他

60
歳
～

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

基礎研究を行う大学、独立
行政法人、民間企業の研究
所等に在籍する研究者が応
募できるもので、研究者が応
募しやすい研究資金である。

新しい研究の芽を育て
るためには、採択率を
上げて、多くの研究者
を支援する必要があ
る。

自然科学における基
礎研究において、人材
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4835

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業：グローバ
ルCOEプロ
グラム

このま
ま推進
すべき

人材育成は大学院時より行
うことで、より効果があると考
えています。そのため、是非
これまで以上に推進して頂き
たいと考えている次第であり
ます。

の育成は１０年後２０
年度の日本を考えた場
合、必須であると考え
られます。その人材育
成も、大学院時より国
際化を念頭に行うこと
で、更に良い人材が育
成が可能であると考え
られます。そのため、
是非、精力的に推進し
て頂きたいと考えてい
る次第であります。

4836

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

我が国の研究者の研究活動
を支える重要な競争的資金
であり，確実な予算確保が必
要である。

大学等の研究費が減
少するなかで，公的な
研究資金による研究支
援は必要である。

4837

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24118

分子イメー
ジング手法
を用いた疾
患診断研究
及び治療法
開発・評価
研究

このま
ま推進
すべき

研究体制が整備され、研究
の緒についたところであり、
さらに、推進すべきである。

がん、アルツハイマー
病、パーキンソン病の
診断など、分子イメー
ジング技術の必要性
が，高まっているため。

4838
その
他

60
歳
～

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

「若手研究（A）・（B）」は、若
い研究者にとって研究費獲
得の登龍門となっており、大
幅な拡充は必要である

新しい研究テーマにチ
ャレンジするため、応
募しやすい研究資金制
度である。

4839

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24131

ライフサイエ
ンス基盤研
究領域事業
（内、生命分
子システム
基盤研究）

このま
ま推進
すべき

タンパク質を含めた生体分
子を、実体のある「もの」とし
て取り扱うための先端的技
術を開発し、集約するための
研究センターの意義は大き
いと思います。このセンター
の機能を維持し、さらに強化
することを望みます。多様な
タンパク質を生産するための
高度で一貫した体制や技術
力を強化し、大学の研究室
や民間会社との連携を支援
する枠組みを作ってほしい。
センター内に相談窓口を設
置することも意味があると思
います。

タンパク質性製剤が今
後の医薬品の中で大
きな比重を占めていく
ことが予想されてい
る。従来の低分子化合
物の開発とは全く異な
る開発力が必要であ
り、そもそもタンパク質
を生産する技術と体制
が無いところでは、開
発を進めることも難し
い。個々の企業、大学
研究室でばらばらにタ
ンパク質生産技術を追
求するのは効率が悪
く、素人的な遠回りをし
ているケースも見られ
る。将来的な医薬品開
発の姿を見据えて、他
国に後れをとって手遅
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れにならないようにす
るべきだろう。

4840

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24122

革新的タン
パク質・細胞
解析研究イ
ニシアティブ

このま
ま推進
すべき

本施策は、関連基礎研究分
野にとどまるのみではなく、
医薬開発、食糧問題解決な
どの広い意味でのライフサイ
エンス分野全体のインフラ基
盤となる。この意味で、この
施策を積極的に推進すべき
と思う。 

具体的には、本施策の
遂行により、分子構造
を基盤としたタンパク
の機能が理解できるよ
うになる。いまや、構造
生物学はライフサイエ
ンスのあらゆる分野の
不可欠な基盤になりつ
つあるが、そのインパ
クトは基礎科学分野に
とどまらず、構造解析
と機能解析の密接な連
携により、医薬の開発
や食糧・環境問題の解
決につながる基礎的な
成果が生まれつつあ
る。さらに、このような
研究プログラムの継続
により、日本の科学研
究の未来を担う若手の
人材が育ってきた点も
重要である。そして、今
後もこれらの若手研究
者が自立できるような
支援は必要であると思
う。 

4841

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このま
ま推進
すべき

これからもぜひ推進すべきだ
と思います。

よきキャンパスは、よき
教育・学問の推進のた
めの基盤であるから。

4842
その
他

20
～
29
歳

総務
省

20102

超高速光エ
ッジノード技
術の研究開
発

このま
ま推進
すべき

私は今２０代のフリーターで
す。私自身、長期的に続く仕
事が見つからず、本当に雇
用が減っているのだと痛感し
ています。日本の光通信産
業は世界に誇れる分野であ
り、もっと研究開発に力を注
ぐべきです。このことは将来
的にも日本の人材育成や雇
用対策につながっていくと考
えます。

現時点で日本の光ファ
イバーサービスは、世
界のトップクラスです。 
この地位を維持するこ
と。それは日本の国際
競争力において大変
重要なことです。 
光通信産業は世界中
の産業の基盤となって
います。そんな素晴ら
しい技術を持っている
のにせっかくの地位を
台無しにしてしまうの
は、これまで積み上げ
てきたものを崩してしま
うことになります。

この施策の実現には
素粒子物理学、加速器
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4843

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24138

Bファクトリ
ー加速器の
高度化によ
る新しい物
理法則の探
求

このま
ま推進
すべき

この施策の目的、達成手法、
実施体制は詳細まで具体的
に提案されており、またその
基盤もノーベル賞に繋がった 
KEKB の成果から揺るぎない
ものである。期待される素粒
子・宇宙分野における成果
は、スイスにおける LHC 計
画と相補的な部分と独自の
部分があり、そのことからも
遅れることのないような速や
かな計画推進が重要であ
る。このことによって国際協
力体制が強固になり、物理
学研究の国際的拠点として
機能することが可能となると
考える。

物理学、加速器工学の
分野で最先端の研究
開発が必要であり、現
在は日本だけが為し得
る計画である。このよう
な物理学の根源の分
野での優位性を維持
すれば、物理学のみな
らず、工学、医学など
を含めた他分野への
影響も計り知れない。
また、国際的に競争・
協調しながら最先端科
学計画を実現する方向
性は、これからの日本
の産業を含めた生き方
を示しており、活力の
ある施策を若者に提示
することは重要であ
る。

4844

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24141
特別研究員
事業

このま
ま推進
すべき

大学院博士課程修了後に研
究者を目指す者にとって，キ
ャリアパスの一つであり，同
制度の充実は必要である。

将来，我が国を支える
研究者集団を継続的
に養成するために必要
な施策である。

4845
その
他

20
～
29
歳

総務
省

20110

フォトニック
ネットワーク
技術に関す
る研究開発

このま
ま推進
すべき

私は今２０代のフリーターで
す。私自身、長期的に続く仕
事が見つからず、本当に雇
用が減っているのだと痛感し
ています。日本の光通信産
業は世界に誇れる分野であ
り、もっと研究開発に力を注
ぐべきです。このことは将来
的にも日本の人材育成や雇
用対策につながっていくと考
えます。

現時点で日本の光ファ
イバーサービスは、世
界のトップクラスです。 
この地位を維持するこ
と。それは日本の国際
競争力において大変
重要なことです。 
光通信産業は世界中
の産業の基盤となって
います。そんな素晴ら
しい技術を持っている
のにせっかくの地位を
台無しにしてしまうの
は、これまで積み上げ
てきたものを崩してしま
うことになります。

大
学・

地球温暖化の進行に伴い、
既存の白熱球や蛍光灯に比
べ電力効率の高い次世代照
明の実用化は、エネルギー
自給率が低い我が国にとっ

有機EL照明は、本邦
の大学・企業の研究者
の努力によって実現し
たきわめてオリジナリ
ティの高い技術といっ
ても過言ではない。ま
た有機EL照明は、太陽
光に近い白色光で構
成されるため、今後気
候変動を受けにくい野
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4846

公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

経済
産業
省

27018

次世代照明
等の実現に
向けた窒化
物半導体等
基盤技術開
発

このま
ま推進
すべき

て極めて重要なプロジェクト
である。また蛍光灯のような
有害な水銀などは使われて
おらず、環境負荷の面でもア
ドバンテージは大きい。何よ
りも政府はCO2排出量を２
５％錯辺することを公約して
おり、目標を実現するために
も本国家プロジェクトを推進
すべきである。

菜工場などでの活用も
期待される。有機ELの
製品開発の分野は、他
国に比べアドバンスし
ていると思われるが、
国家プロジェクトで今
後も推進されなけれ
ば、アイディアだけ取ら
れ利益をもっていかれ
る可能性がある。８０
年代の護送船団方式
を超えた産官学の連合
艦隊として世界市場に
売り込んでいくことを強
く望む。 

4847
民間
企業

40
～
49
歳

文部
科学
省

24180
ナノテクノロ
ジー・ネット
ワーク

このま
ま推進
すべき

ナノテクノロジー・ナノ材料技
術は、我が国が世界に対し
て優位に展開できる可能性
を秘めた数少ない産業資源
である。同技術により、従来
製品化が困難であった物の
見直し、さらには高付加価値
化も見込まれ、既存国内産
業との融合により新産業創
出起爆剤になるものと確信し
ている。同技術に対する国と
しての投資は今まで以上に
行われるべきである。

弊社は、同ネットワーク
の一つ早稲田大学ナノ
テクノロジー研究所とフ
レキシブル感圧センサ
開発に関して共同研究
を行っている。このセン
サ開発においては、ナ
ノテクノロジーソリュー
ションによるところが大
きく、非常に困難な障
壁を乗り越えて製造プ
ロセスが構築できた。
同センサは、現在製品
化目前となっている。
同センサの発展型開
発のために、今後も同
研究所とはお付き合い
願いたい。

4848
民間
企業

30
～
39
歳

文部
科学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このま
ま推進
すべき

日本の科学技術を維持する
為に必要不可欠の施設であ
る。 
研究成果が期待される分野
と考えます。

ミュオンは開発途上
で、これから発展する
分野であり、 
世界にさきがけた独自
の新たな科学を開拓す
ることが可能です。 

4849
民間
企業

30
～
39
歳

経済
産業
省

27007

次世代印刷
エレクトロニ
クス材料・プ
ロセス基盤
技術開発事
業

このま
ま推進
すべき

日本の産業を発展させる上
で、原点のひとつである「も
のづくり」への回帰は重要で
あると考えられる。そのよう
な中で、印刷エレクトロニクス
は、環境負荷の大きな現在
の半導体産業にパラダイム
シフトを起こし、製造装置へ
の資本の投入競争から脱却
し、国際競争力を高めること
ができると考えられる。その

日本においては、本施
策の成功の鍵を握る
印刷・化学・物理工学
などの分野における技
術・人材が豊富であ
る。印刷エレクトロニク
スは作製時におけるノ
ウハウの蓄積が重要
であり、 
完成品から作製材料
やプロセスの解析が困
難である。しかしなが
ら、様々な分野の技術
が集積されるため、広
い知識を有する人材の
育成や個々の技術・人
材を結びつける旗振り
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ために国が率先して、重要な
分野を牽引する姿勢を見せ
ることが重要である。従って、
本施策が今後も実行される
ことを願っている。

役が必要である。従っ
て、国の施策として印
刷エレクトロニクスを推
進することが重要であ
る。また、日本発の技
術の流出を防ぐために
も、なるべく早く施策に
着手し、世界にリード
することが必要であ
る。

4850

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24141
特別研究員
事業

このま
ま推進
すべき

若手研究者の育成は、技術
立国としての日本にとって必
要不可欠である。

最近は、失敗すること
に対して風当たりが強
く、ゆえに失敗を恐れ
る風潮が強くなってい
る。経済的な余裕がな
ければなおさらであ
る。しかし、チャレンジ
した上での失敗なら
ば、そこから学ぶことも
多い。若手研究者に、
経済的な不安を感じる
ことなく、「失敗から学
ぶ」という機会を与えて
欲しいと願う。

4851

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

環境
省

29101
衛星による
地球環境観
測

このま
ま推進
すべき

これからもぜひ推進すべきだ
と思います。

GOSATは、温室効果
ガス観測衛星として世
界の先陣を切ってお
り、地球温暖化問題の
科学的理解への多大
な貢献が期待できるか
ら。

4852

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このま
ま推進
すべき

日本国内の加速器プロジェ
クトである、大強度陽子加速
器施設（J-PARC）を推進す
るべきである。

J-PARCは、陽子加速
器から発生する多彩な
二次粒子（中性子・ミュ
オン・ニュートリノ等）を
用いた新しい研究手段
を提供する世界最高レ
ベルの実験施設であ
り、基礎科学から産業
応用までの幅広い研
究開発の推進が期待
される。また、KEKB加
速器と同様、国内にお
ける世界レベルの加速
器実験推進は、日本の
科学技術推進のため
に重要である。

4853

大
学・
公的
研究
機関
（独

50
～
59

経済
産業

27116
セルロース
系エタノー
ル革新的生

このま
ま推進

汎用的に入手可能な、非可
食性植物由来原料からバイ
オ燃料を省エネルギー・高効
率に製造するプロセスの開
発は、世界的に研究開発が
集中的に行われており、我

木質多糖の酵素糖化
経由のバイオ燃料生
産に加え、ＢＴＬ化など
全く別経路のバイオ燃

13



法・
公設
試
等）

歳 省 産システム
開発事業

すべき が国においても独自のシス
テムを確立することが今後ま
すます重要となる。よって一
層拡充することが望ましい。

料生産も含め、一層の
研究開発の推進が必
要である。

4854

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

科学研究費補助金は、研究
者の自由な発想に基づき研
究を格段に発展させることを
目的とした競争的研究資金
であり、優れた独創性・先駆
的研究に対する助成を行っ
て、我が国の科学技術の発
展に不可欠であり、多くの可
能性を秘めた若手研究者に
幅広く助成する制度であり、
このまま推進すべきと考え
る。

国立大学法人移行後、
各大学は大学運営資
金として外部研究資金
の確保に特に力を注い
でいるところで、本学に
おいても中期計画に掲
げており、外部研究資
金獲得の観点から研
究戦略会議の下に外
部資金獲得方策検討
ＷＧを設置し対策を講
じているところである。 
さらに、毎年度、国立
大学法人運営費交付
金が１％減されること
などを踏まえた上で、
本学が引き続き地域の
知の拠点として将来に
おいても活発な研究活
動を保持できるように、
さらなる施策の展開を
図ることとしている。

4855

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24122

革新的タン
パク質・細胞
解析研究イ
ニシアティブ

このま
ま推進
すべき

革新的タンパク質・細胞解析
研究イニシアティブに関し
て、実際に本予算により研究
を推進している者の立場から
意見申し上げたいと思いま
す。 
 
次世代シークエンサーなどに
よる大規模な解析は非常に
有効な手法であり、これまで
以上に本方法などを中心とし
た研究を積極的に推進して
いくべきであると考えており
ます。また研究は継続が重
要であり、研究の中断により
これまでの実験データが全く
の無駄になってしまう可能性
もあります。 
 
どうかよろしくご勘案願いま
す。

現在私は本研究費で
一昨年の4月より研究
員をしています。 
私の研究は立ち上げ
に非常に困難を極めま
したが、地道な努力に
より軌道に乗り、現在
精力的にデータ収集に
勤しんでいるところで
す。これまでに私は実
際に次世代シーケンサ
ーにより実験データを
得ており、この手法の
有効性を実感しており
ます。さらにその得ら
れたデータを元にさら
に研究を推進すること
で、産業や医療分野に
応用可能な成果が得
られる強い見込みがあ
ります。したがってこれ
までのように、あるい
はそれ以上に推進して
いくべきであると考えて
います。 

国立大学法人移行後、
各大学は大学運営資
金として外部研究資金
の確保に特に力を注い
でいるところで、本学に
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4856

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

科学研究費補助金は、研究
者の自由な発想に基づき研
究を格段に発展させることを
目的とした競争的研究資金
であり、優れた独創性・先駆
的研究に対する助成を行っ
て、我が国の科学技術の発
展に不可欠であり、多くの可
能性を秘めた若手研究者に
幅広く助成する制度であり、
このまま推進すべきと考え
る。

おいても中期計画に掲
げており、外部研究資
金獲得の観点から研
究戦略会議の下に外
部資金獲得方策検討
ＷＧを設置し対策を講
じているところである。 
さらに、毎年度、国立
大学法人運営費交付
金が１％減されること
などを踏まえた上で、
本学が引き続き地域の
知の拠点として将来に
おいても活発な研究活
動を保持できるように、
さらなる施策の展開を
図ることとしている。

4857

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24122

革新的タン
パク質・細胞
解析研究イ
ニシアティブ
（ターゲット
タンパク研
究プログラ
ム）

このま
ま推進
すべき

ターゲットタンパク研究プロ
グラムについて、是非このま
まプロジェクトを推進していけ
るよう、予算要求に沿った予
算編成を進めていただきた
いと思います。

私は現在上記のプロジ
ェクトに研究員として参
加させていただいてお
ります。本プロジェクト
は現在佳境に入ってお
り、これまでにも多数
の価値のあるデータが
報告されてきました。
本プロジェクトには多
数の研究員が参加して
おり、予算の多くはそ
の人件費に使われて
おります。ここで大幅な
予算の削減があると、
多くの実際に実験を行
う研究者の数が減り、
これまでのまさにまと
めに入らんとする課題
の幾つかが中途半端
な形で終了してしまう
恐れがあると考えま
す。これまでに費やし
てきた予算を無題にし
ない意味でも、優先度
を高めた予算編成をし
ていただけたらと思い
ます。

4858

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

環境
省

29103

環境研究総
合推進費
（（「環境研
究総合推進
費」と「循環
型社会形成
推進科学研
究費補助
金」の統合）

このま
ま推進
すべき

これからもぜひ推進すべきだ
と思います。 
なお、ＰＤＦ版の説明は、従
来の２つのプログラムが入り
組んでいて、わかりづらい。 

本プログラムは、特に
従来の「地球環境研究
総合推進費」の部分
は、地球環境研究の推
進に多大な実績を有し
ているから。

数学の他分野への連
携可能性を吟味するこ
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4859

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24019

数学・数理
科学と他分
野の連携拠
点形成支援
プログラム

このま
ま推進
すべき

強力に推進すべきである。 

とにより、 
その数学の新しい見
方・理解度が深まり、
数学の 
研究にも有益である。 
 
また、他分野について
も有益なことがある。 
もちろん、数学を応用
していることをアピール
する 
産業は従来からあった
が、宣伝で終わる場合
があった。 
今回、数学の立場から
吟味することで持続可
能な貢献を 
狙う、そのような場を設
けるべきである。 
 
数学は、他の分野に比
べて費用対効果が高
いので、 
懇願する。 

4860

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24122

革新的タン
パク質・細胞
解析研究イ
ニシアティ 
ブ

このま
ま推進
すべき

当該プログラムを担当する科
学者は、中堅からベテランま
でこの分野の精鋭にあたる
方々だろうと思います。そうし
た方々の優れた研究活動を
通じて、現在の日本になによ
り必要な、若い科学者、学生
が(決して予算面に限らない)
恩恵を受けているという事実
を目の当たりにします。そうし
た「次世代への投資」という
側面からも、プログラムの維
持推進を図って頂きたいと思
います。

日本をはじめとする先
進諸国の国際的地位
の低下が懸念される現
在、明治時代にいち早
く西欧近代科学を取り
入れた歴史的経緯か
ら、幸いにも現在国際
的に認められる水準に
あるバイオサイエンス
の分野において、その
優位性を死守していく
ことは、国民の自信と
国家の威信を維持する
ために、優れて費用対
効果の高い方法では
ないかと思います。 
現在の、内向きで自信
を喪失した社会的風潮
を乗り越えた次の世代
に、そうした近代日本
の輝かしい伝統を接続
するためにも、こうした
優れたサイエンスへの
投資を我慢して続ける
ことが、いま必要なの
だと考えます。

4861

大
学・
公的
研究
機関
（独

50
～
59

文部
科学
省

24136
世界トップレ
ベル研究拠
点プログラ

このま
ま推進
すべき

世界トップレベル研究拠点プ
ログラム（ＷＰＩ）は、日本が
世界のトップレベルの研究を
進めていく上で必須のプログ

世界トップレベル研究
拠点プログラム（ＷＰＩ）
は数々の成果をすでに
あげてきています。ここ

16



法・
公設
試
等）

歳 ム（ＷＰＩ） ラムです。強力に推進すべき
プログラムだと思います。

でストップするのは大
きな損失になります。

4862

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24002
海洋生物資
源確保技術
高度化

このま
ま推進
すべき

海洋国家としてこのような施
策を進めていくことは国策に
かなうことであり，是非とも推
進していただきたい。

我が国が四方を海に
囲まれ，高機能食品で
ある水産物によって多
くの恵みを得てきたこと
を再度認識し，積極的
に研究を進める必要が
あるから。

4863
その
他

20
～
29
歳

文部
科学
省

24174

革新的ハイ
パフォーマ
ンスコンピュ
ーティングイ
ンフラの構
築

このま
ま推進
すべき

 スーパーコンピューターは、
情報分野の競争力を維持、
推進するために必要な資源
である。

 現在のように大量の
データを扱わなければ
ならない状況下におい
ては、複雑な情報から
迅速に必要なデータを
抽出、計算する必要が
あり、高速なコンピュー
ティングシステムは絶
対必要である。

4864
その
他

60
歳
～

文部
科学
省

24125
免疫・アレル
ギー科学総
合研究事業

このま
ま推進
すべき

花粉症のワクチン開発をなさ
れているとのことで是非開発
を急いでください。

家族親戚含め多くの知
り合いが春に苦しんで
います。こんなに多くの
人が毎年悩んでいるの
にどうして国は何もしな
いのでしょうか。もっと
国が力を入れて取り組
めば早く何とかなるの
ではないのでしょうか。
是非取り組んでくださ
い。

4865

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

日本の基礎科学を支える根
幹になっているもので、これ
は維持・発展させていくべき
である。科学研究費は、研究
者の真摯な審査によって支
えられており、申請書で、研
究者の実績と能力がチェック
されている。決してバラマキ
で予算が配分されているもの
ではない。 
私は日米両方の審査にかか
わったことがある。同レベル
の研究提案に関連する、予
算額はアメリカの方が３－５
倍高い。

私は日米両方の審査
にかかわったことがあ
る。同レベルの研究提
案に関連する、予算額
はアメリカの方が３－５
倍高い。まだまだ足り
ないと考える。

4866
民間
企業

30
～
39

経済
産業
省

27005 グリーン・サ
ステイナブ
ルケミカルプ
ロセス基盤

このま
ま推進
すべき

脱石油資源による持続可能
な産業発展をはかるとき、資
源量の豊富な安定供給可能
な植物由来材料利用の研究

セルロースナノファイバ
ーを利用した高強度樹
脂材料の開発は、今後
の軽量グリーン材料の
キーテクノロジーとなり
うると考えるため、実用
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歳 技術開発 は早急かつ強力に推進され
ることを望みます。

化に向けた技術確立を
世界に先駆けて構築
することが必要である
考えます。

4867

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

是非、精力的に推進して頂く
ことを希望します。 
全ての研究者に対する研究
費は勿論のこと、特に若手の
研究者の研究費も大きく拡
充して頂けれると嬉しいで
す。基礎自然科学研究は人
類の技術の基礎であり、是
非、大いに推進することを強
くお願いする次第でありま
す。

特に新たな挑戦的な萌
芽研究を行う際、必ず
しも結果が付いてこな
い場合があります。し
かしながら、特に若手
研究者の場合、研究費
が乏しいのみならず、
次の研究費を取得する
にも競争が激しく結果
の出やすい研究を行う
こととなります。そのた
め、挑戦的な萌芽研究
がなかなかしにくい状
況であります。どうぞ、
研究費の拡充に関し
て、ご検討の程、どうぞ
よろしくお願い申し上
げます。

4868

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24006

ライフサイエ
ンスデータ
ベース統合
推進事業
（仮称）

このま
ま推進
すべき

ライフサイエンス分野は近年
出てくるデータ量が多く、そ
れらが欧米ではきちんとイン
フラとして機能している一方
で本邦ではそれらにぶら下
がって利用しているだけで、
とくに母国語である日本語で
のリソースが極端に少ない。
それらのリソースを主に維持
管理するこのプロジェクトは
優先的に推進すべきである
と思います。

研究者でも専門を外れ
ると専門家でなく母国
語である日本語でのリ
ソースが非常に有用な
のにそれが現時点で
はあまり整備されてい
ないため、専門の壁が
なかなか超えられてい
ない現実があります。
また、日本語のリソー
スが蓄積していくと将
来的にはそれらを自由
に閲覧利用して専門家
でない国民の科学レベ
ルの底上げになるので
はないかと考えます。

4869

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

経済
産業
省

27117

戦略的次世
代バイオマ
スエネルギ
ー利用技術
開発事業

このま
ま推進
すべき

従来の研究開発は木質多糖
の酵素糖化経由に力点が置
かれていた。しかし、木質成
分の超分子構造の複雑を考
慮すると、木質バイオマスの
ガス化、液体化（BTL）は合
理的であり、一層の研究の
加速が必要である。

従来の研究開発は木
質多糖の酵素糖化経
由に力点が置かれて
いたことから、木質バ
イオマスのガス化、液
体化（BTL）に関する、
一層の研究の加速が
必要である。

4870

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設

40
～
49
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

若手研究（A）・（B）」は、若い
研究者にとって研究費獲得
の登龍門となっており、必要
不可欠な研究費である。本
研究費の大幅な拡充は日本
の未来を切り拓く重要な布石

公的な研究資金による
研究支援は必要不可
欠であり、大学等の研
究費が減少するなか
で、若手への支援は格
別の配慮を必要とす
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試
等）

となることを確信する。 る。

4871

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

20
～
29
歳

文部
科学
省

24013
理数学生育
成プログラ
ム

このま
ま推進
すべき

理数学生応援プロジェクトよ
りも規模を拡大し，続けて欲
しいです。

私は昨年，大阪大学理
学部において理数オナ
ープログラムに参加い
たしました。これは理
数学生応援プロジェク
トとして文科省からの
支援を頂いたもので，
通常の授業ではできな
い体験が得られ，科学
についての理解と興味
が深まりました。このプ
ロジェクトは全国22大
学において採択され，
これまでは各大学ごと
に活動をしてきたわけ
ですが，阪大では来
月，これらの大学から
優秀な自主研究を集
め，発表会が開かれる
ことになっております。
今後このようなインター
カレッジの活動が盛ん
になり，参加学生が増
えることを望みます。

4872

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

我が国の学術研究の極めて
重要な支援となる競争的資
金であり、知的財産を国力の
基とする我が国にとってもっ
とも重視されるべき制度であ
る

革新的技術の創造は
基礎研究の蓄積の上
に実現できるものであ
る。しかし基礎研究へ
は企業等の競争的資
金は行き届かず、財政
支援が不可欠である。
英教育専門誌タイムズ
ハイヤーエデュケーシ
ョンによる今年の世界
大学ランキングにおい
て我が国の大学は軒
並み大きく順位を下げ
たが、その大きな理由
が「高等教育における
最近の財政削減」であ
った。国際社会におけ
る大学の地位低下は
将来の国力の低下で
あり、基礎研究への国
の支援の重要性は高
まっている。

4873 大
学・
公的
研究
機関

30
～

文部
科学

24149

国立大学法
人等施設の

改善・見
直しをし
た上で

教育・研究機関としての国立
大学法人の質を維持すると
いう点において、必要な項目

財源の確保には、学生
数を増やす必要があ
る。だが、学生を増や
すことを最優先するあ
まり、学生に要求する
レベルを下げるという
事態がすでに起こりつ
つある。国立大学法人
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（独
法・
公設
試
等）

39
歳

省 整備 推進す
べき

については継続して推進す
るべきである。

は、学生のレベルに合
わせるのではなく、学
生とはこうあるべきだと
教えることが重要であ
ろう。そのために必要
な財源は支出して頂け
れば幸いである。

4874

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24009
特別奨励研
究員事業

このま
ま推進
すべき

これまでにも多くの研究者を
輩出する基盤となった資金で
あり，若い研究者が研究に
専念できる環境を整えるため
には是非とも必要な経費で
あり，科学立国を標榜する我
が国は積極的に推進すべき
である。

我が国のいわゆる「奨
学金」は「学生ローン」
に過ぎない。 
真の意味での
「scholarship」は本事業
を置いてほかにない。

4875

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24008
テニュアトラ
ック普及・定
着事業

推進す
べきで
はない

大学におけるテニュアトラッ
クの導入にそもそも反対で
す。よって、普及定着を図る
ことを支援することにも反対
です。このような事業は全廃
するべきです。

テニュアトラックの導入
が有意義な成果をもた
らすには、競争原理が
十全に働いていること
が前提です。具体的に
は、一部の教授職まで
含めて、準教授以下は
全て任期制雇用である
ような状況で初めて、
若い研究者に競争原
理を導入することがフ
ェアな施策になります。
現状はこの正反対であ
り、テニュアトラックは
若い研究者に過重なプ
レッシャーをかけること
になります。生物系の
研究では研究施設が
必要になり、共通機器
や施設の整備がほと
んど行われていない現
在の大学の現状では、
若手研究者は自由に
研究ができず、寄寓す
る研究室の主宰者の
意向に沿うように求め
られる懸念が大いにあ
ります。

4876

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24005

橋渡し研究
加速ネットワ
ークプログラ
ム

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

臨床へとつなげるパイプライ
ンを形成するために単に
GMP.GLPの施設をつくるだ
けでなく、そこにおいて生産
するための技術開発を行う
べきである。従ってもっと予
算を増やして推進すべき。

特に、新しいバイオ関
連先端医薬は製造方
法が非常に難しくなっ
ており、単に拠点整備
だけでなく、人材育成と
ともにその人材を生か
した常に最新の製造技
術開発が必要。

世界レベルの人材の
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4877

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このま
ま推進
すべき

これまで我が国における高
等教育、研究の中心であり、
そして今後もそうあり続ける
であろう国立大学法人の施
設整備は以前にも増して推
進すべき課題である

輩出と高度な研究活動
の遂行は国立大学法
人の責務であり、日本
の発展になくてはなら
ない知の基盤をなすも
のである。国際社会に
おける我が国の相対
的地位の低下が不可
避となる中で、そうした
責務を担う国立大学法
人の教育研究環境の
整備は積極的かつ緊
急に行われる必要が
ある。

4878
民間
企業

60
歳
～

総務
省

20004

脳の仕組み
を活かした
イノベーショ
ン創成型研
究開発

このま
ま推進
すべき

本研究開発の成果は障害者
などの社会参加の拡大を可
能とするものであるとともに、
究極的な遠隔診療、遠隔医
療につながるものであり、安
心・健康社会実現のために
極めて重要かつタイムリーな
研究開発課題である

BMIを始めとする脳情
報技術に関する研究
開発は、国際間におい
て熾烈な競争が繰り広
げられており、我が国
がいち早くネットワーク
を介したBMIの関する
研究開発に着手し、鍵
になるコア技術の特
許、技術ノウハウなど
を抑え、この分野でイノ
ベーションを創成する
ことの意義は極めて大
きい

4879

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

60
歳
～

文部
科学
省

24125
免疫・アレル
ギー科学総
合研究事業

このま
ま推進
すべき

スギ花粉症などの、アレルギ
ー疾患を予防するワクチンの
開発と、その為の免疫調整
機序の基礎的研究を積極的
に推進する必要がある。

スギ花粉症などの、ア
レルギー疾患は今や
国民病とも考えられ
る。毎年国民が被る肉
体的、精神的苦痛は甚
大である。また国民の
健全なる日常生活を脅
かすだけでなく、経済
活動にも計り知れない
損害をもたらす。アレ
ルギーを引き起こす免
疫調整機序を解明し
て、その治療方法の開
発は積極的に進める
必要がある。

4880

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

「若手研究（A）・（B）」は、若
い研究者にとって研究費獲
得の登龍門となっており、大
幅な拡充は必要である。 
また、若手研究者の自立支
援を行う意味でも「若手研究
（A）・（B）」は必要である。

新しい研究の芽を育て
るためには、採択率を
上げて、多くの研究者
を支援する必要があ
る。 

新学習指導要領で、理
科の時間が大幅に増
えている。 
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4881
小・
中・
高校

20
～
29
歳

文部
科学
省

24148
理科教育等
設備整備等
補助金

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

学校における理科の予算を
しっかりとするべきである。 
学校によっては、予算がほと
んど無かったり、他の物にお
金が消えて理科まで届いて
いないという話も聞く。そんな
中で、新学習指導要領にして
もどうしようもないと思う。しっ
かり、理科に予算を使えるよ
うにしてほしい。

また、資源の無い日本
ではこれから先、科学
技術を伸ばさないとど
う考えても、落ちこぼれ
になってしまう。 
理科の教育を充実さ
せ、しっかりと伸ばして
いく必要があると思う。
本で読むだけでなく、
実際にモノを使って、
実感を伴った理科にし
ていく必要があり、そ
のためには、実験器具
や、消耗品を充実させ
ていく必要がある。

4882

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24122

革新的タン
パク質・細胞
解析研究イ
ニシアティブ
（ターゲット
タンパク研
究プログラ
ム） 

このま
ま推進
すべき

ターゲットタンパク研究プロ
グラムについて、是非このま
まプロジェクトを推進していけ
るよう、予算要求に沿った予
算編成を進めていただきた
いと思います。 

私は現在上記のプロジ
ェクトに研究員として参
加させていただいてお
ります。本プロジェクト
は現在佳境に入ってお
り、これまでにも多数
の価値のあるデータが
報告されてきました。
本プロジェクトには多
数の研究員が参加して
おり、予算の多くはそ
の人件費に使われて
おります。ここで大幅な
予算の削減があると、
多くの実際に実験を行
う研究者の数が減り、
これまでのまさにまと
めに入らんとする課題
の幾つかが中途半端
な形で終了してしまう
恐れがあると考えま
す。これまでに費やし
てきた予算を無題にし
ない意味でも、優先度
を高めた予算編成をし
ていただけたらと思い
ます。 

4883

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

科学研究費補助は基礎科学
を支える数少ないプロジェク
トのひとつです。強力に推進
すべきプロジェクトだと思いま
す。

科学研究費補助金が
なくなると基礎科学に
とって大きな損失にな
ります。あらたな研究
の芽も数多く生まれて
います。決して無くして
はいけないプロジェクト
です。 

近年では医薬品の開
発は分子標的剤を主
流としており、的確な医
薬品の設計にはその
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4884

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

20
～
29
歳

文部
科学
省

24122

革新的タン
パク質・細胞
解析研究イ
ニシアティブ

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

ターゲットタンパク研究プロジ
ェクトでは集中的に資金を投
入することにより、人材の育
成と確保が行われたことによ
り、新規構造解析の技術とそ
れを利用した重要な生体分
子の構造解析がなされた。
構造解析の分野は比較的狭
いコミュニティであるため継
続的に人材育成を続け、こ
の分野の発展を行うべきで
あると考える。

標的である蛋白質など
の生体分子の構造情
報が欠かせない。この
構造情報は、情報があ
れば直ちに医薬品が
開発できるというたぐ
いのものではないなく、
また、構造の解析には
多大な労力がかかるた
め情報はオープンに
し、共有するほうが望
ましい。そのため、ター
ゲットタンパク研究プロ
ジェクトは理想的なプ
ロジェクトであると思わ
れる。

4885
民間
企業

50
～
59
歳

経済
産業
省

27169
グリーンITプ
ロジェクト

このま
ま推進
すべき

グリーンＩＴプロジェクトによ
る、極低電力回路・システム
の開発活動に期待する。

現在システムＬＳＩに最
も要求されている条件
は、低消費電力化。こ
の課題が解決されない
と、開発着手できない
ケースが増えてきてい
る。

4886

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

○ 我が国の研究者の研究
活動を支える重要な競争的
資金であり、予算規模を拡充
すべきである。 
○ 研究者の研究活動を支援
する重要な制度であり、着実
な予算確保が必要。 
○ 基礎研究を行う大学、独
立行政法人、民間企業の研
究所等に在籍する研究者が
応募できるもので、研究者が
応募しやすい研究資金であ
る。 
○「若手研究（A）・（B）」は、
若い研究者にとって研究費
獲得の登龍門となっており、
大幅な拡充は必要である。

○ 新しい研究テーマ
にチャレンジするため、
応募しやすい研究資金
制度である。 
○ 新しい研究の芽を
育てるためには、採択
率を上げて、多くの研
究者を支援する必要が
ある。 
○ 大学等の研究費が
減少するなかで、公的
な研究資金による研究
支援は必要である。

4887
民間
企業

60
歳
～

文部
科学
省

24148
理科教育等
設備整備等
補助金

その他

大正末期創業の当社は現在
まで一貫して学校教育用の
理科器械を作り続けてきまし
た。近年、教育現場での理科
離れと実験の軽視に理振予
算の減少が重なり、市場は
縮小の一途をたどりました。
昨年政府は景気浮上のため
例年予算の十倍を超える無
謀な予算を執行しました。業
界はこれを千載一遇の機会
と捉え売り込みに狂奔しまし
たが、このような状況は私共

理化教育のための実
験機器の購入は現場
の先生方が指導要領
に基いて慎重に検討し
計画すべきものです。
政府の景気対策による
桁外れの予算を消化
する事を第一に、何で
も構わず購入するとい
う行為は税金の無駄
遣いです。科学実験の
能力が低下している現
在、買い込んだ機器が
放置されている事も予
想されます。また、年
度内の納入に限定さ
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生産者にとっても教育現場に
とっても決して好ましいもの
ではありません。

れた生産現場は生産
秩序を破壊され、ばっ
たり止まった注文と思
惑外れの在庫品の前
で立ちすくんでいます。

4888

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

20
～
29
歳

文部
科学
省

24012

博士課程教
育リーディン
グプログラ
ム

このま
ま推進
すべき

日本が今後，科学技術創造
立国を目指すために博士課
程の学生に対する支援を行
うことは，必要なことであると
考えています．そして，その
ためには科学技術だけでは
なく様々な分野(文化なども
含め)との融合を考え，人の
ための人を中心とした科学
の創設が必要となると考えて
います．さらに，この様な目
的に対して実施されてきた
COEに採択されている総合
大学でより高度な教育を行っ
ていく必要性もある．

今後の日本を担ってい
くリーダーを育成する
ためには，多くの費用
がかかります．それ
は，これからの科学の
創造のためには，専門
分野に対する深い知
識だけではなく，様々
な角度から物事を考え
る必要があります．さら
に，国際的な人間育成
のためには海外での
生活も必要になりま
す．このような育成をし
たリーダーが，将来の
日本を創造することが
できるからこそ，この施
策を実施する必要があ
ると考えます．

4889

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24161
ITER計画
（建設段階）
等の推進

このま
ま推進
すべき

積極的な本施策の推進が必
要である。 
ただし、ＩＴＥＲ計画の進捗状
況を、より広範囲の人々に知
ってもらう努力が必要であ
る。

核融合エネルギーは、
将来の恒久的な人類
のエネルギー源として
有力な候補であり、こ
れを実現するための重
要なステップとしてＩＴＥ
Ｒ装置による燃焼実証
ならびに技術統合試験
である。また、ＩＴＥＲ計
画は７極による国際協
力のもとで推進されて
いるが、国際協力事業
における我が国のリー
ダーシップを確保する
ためにも、積極的な施
策推進が必要である。

4890

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このま
ま推進
すべき

高等教育において，教育・研
究は不可分であり，その施設
整備は直接的に次世代の育
成に関わる重要な施策であ
り，積極的な推進が必要であ
る。

教育立国を目指す上
で，教育研究機関の設
備整備が必要なことは
自明である。

4891
民間
企業

40
～
49
歳

文部
科学
省

24126
ゲノム医科
学研究事業

このま
ま推進
すべき

本研究を推進することによ
り、個々の特性に合わせた
最善の治療を受けることが
可能になると考えます。

本研究の成果により、
個人の特性に応じた最
善の治療を受けること
ができるとともに、無駄
な治療を削減すること
により医療費の削減を
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実施できると考えま
す。

4892

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

厚生
労働
省

25109
地域医療基
盤開発推進
研究

このま
ま推進
すべき

地域の医療に関わる本事業
は、従来以上に推進すべき
である。

国家は、国民の「命」を
保証する義務がある。
都市部のみならず、都
市から離れた地域にお
いても、その義務は発
生する。「命」を救う医
療に対して、国家が十
分な経済的施策を実
施することは、国家の
義務である。

4893

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24152

スーパーサ
イエンスハイ
スクール支
援事業

このま
ま推進
すべき

科学技術に関係した人材を
育成するためのスーパーサ
イエンスハイスクール支援事
業を、高い優先度で推進す
るべきだと思う。

理科離れが懸念される
なかで、将来の国際的
な科学技術関係人材
の育成は非常に重要
である。本施策は、先
進的な理数教育を実
施する高等学校等の
支援を行うものであり、
是非推進するべきだと
思う。

4894

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24157

首都直下地
震防災・減
災特別プロ
ジェクト

このま
ま推進
すべき

人口が稠密な首都圏で過去
に発生した地震について調
査し、将来発生する地震に
備えることは、国家存続のた
め重要。

首都圏に機能が集中
している現状をみると、
首都圏で大地震が発
生した時の被害は甚大
で、それに備えるため
の基礎的情報を現在
から得ておくことは重
要であるから。 

4895

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24010
女性研究者
研究活動支
援事業

このま
ま推進
すべき

男女共同参画の視点から、
支援事業を採択し推進すべ
きである。

優秀な女性研究者が、
出産・子育てのため研
究を辞めざるえないの
は、国にとって大きな
損失である。また女性
が働きやすい職場がで
きることで、職場環境
全体が良くなっていく
可能性がある。

4896

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24119

ナショナル
バイオリソー
スプロジェク
ト

このま
ま推進
すべき

本プロジェクトは、貴重な生
物資源を管理維持するため
に是非必要である。実際に、
私もこちらのプロジェクトで収
集されているコレクションから
研究材料の提供を受け、そ
れが研究に非常にプラスに
なっている。

生物学の研究者にとっ
て、生物材料の研究者
間でのやりとりは欠くこ
とができないが、他の
研究者のリクエストに
応じてその都度送るの
は手間であるし、何よ
りも、その研究者が引
退する際、貴重な研究
資材が失われたり散逸
する。本プロジェクト
は、それを防ぐことが
できる。このような貴重
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な生物資源は国が管
理するのが適当であ
る。

4897

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、グ
ローバル
COEプログ
ラム

このま
ま推進
すべき

グローバルCOEプログラム
は、世界最高レベルの先端
的な研究を行う大学の研究
チームに重点的に資金を配
分して、研究を加速するとと
もに将来の日本の科学・技
術を背負う若者を育成するも
のであり、今後の日本の発
展のためにきわめて有効で
あることは間違いない。この
まま推進すべきと考える。可
能であれば、さらに予算の上
積みをお願いしたい。

この施策によって、経
済的理由から民間に
就職する予定だった大
学院生が多数博士課
程に進学し、先端的な
研究を大きく進展させ
ている。さらに、最先端
の研究現場で学んだ
彼ら自身も研究者を目
指しているため、彼ら
が今後10~20年のうち
には日本の科学研究
レベルを大きく高める
ことは疑いがない。ま
た、これまでなかった
大学間、グループ
（GCOEプログラム）間
の健全な競争もおこる
ようになった。これまで
続けてきたこのような
良策を縮減すること
は、愚かしいことと思
う。

4898

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

20
～
29
歳

文部
科学
省

24009
特別奨励研
究員事業

このま
ま推進
すべき

現在、博士の学位を取得し
た研究者は就職先が非常に
少ない。国が音頭をとって大
学院教育を推進したにも関
わらず、就職先は用意されて
いないのは遺憾である。せめ
て就職までのつなぎとなる、
奨励研究員制度は充実させ
るべきである。

日本が諸外国に対し
有利に立てる点のひと
つに、科学技術水準の
高さがある。しかし、そ
の科学技術を支える根
幹にいる、博士号取得
直後の新米研究者た
ちは、日々の暮らしが
困窮し、先の見えない
就職難におびえてい
る。このままでは各人
が目立つような研究が
優先されるようになり、
将来に渡って、人類全
体にとって価値のある
研究がおろそかになっ
てしまう可能性があ
る。こうした世界的な研
究を支援するために
も、彼らを資金面で支
援する必要があると考
える。

大
学・
公的
研究
機関

40
～ 総務

脳の仕組み
を活かした このま

脳機能の解明は、これから
の医療・福祉に大きく貢献す
る分野である。その点におい
て、Brain Machine Interface
（BMI）技術を活用を考える必

（１）脳の仕組みを活か
したBMIに基づく『要介
護者支援装置』の開発
が期待されている。我
が国の介護事情を考
えると従来の介護だけ
はなく、新しい介護の
形を考える上で必要な
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4899

（独
法・
公設
試
等）

49
歳

省

20004

イノベーショ
ン創成型研
究開発

ま推進
すべき

要があり、研究を今以上に進
めるべきと考える。 
また、その技術開発は、世界
に注目され、活用されると考
える。 

研究である。 
（２）脳機能の解明は、
まだ、多くの謎が残さ
れている。さまざまな
面から研究を重ね精神
疾患などの早期発見・
治療に発展させること
が期待されている。 

4900

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24122

革新的タン
パク質・細胞
解析研究イ
ニシアティブ

このま
ま推進
すべき

是非、推進していくことを希
望いたします。ゲノム解析が
終わり、現在タンパク質機能
を詳細に明らかにすることが
必要とされています。しかし
ながら、タンパク質の機能が
予想以上に複雑であること
が同時に明らかになってきて
いると考えております。その
ため、是非、精力的に国をあ
げて本研究を推進し、生命機
能をさらに詳細に明らかにし
て頂きたいと考えておりま
す。これによって、基礎生命
科学研究のみならず、創薬
など国民の生活の改善にも
繋がると考えております。

タンパク質の機能を明
らかにするためには、
分子生物学だけでな
く、物理学、有機化学
など様々な技術を複合
する必要があると考え
ております。それと同
時に研究としても複雑
となるため、是非、国を
あげて精力的に推進し
て頂きたいと考えてお
ります。どうぞよろしく
お願い申し上げます。

4901
民間
企業

50
～
59
歳

総務
省

20004

脳の仕組み
を活かした
イノベーショ
ン創成型研
究開発

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

 研究達成目標を精査する
必要を感ずるが、研究開発
は積極的に推進すべき。

 高齢者や障害者の社
会参加拡大やQOL向
上に貢献する研究であ
るから。 
 なお、具体的な「研究
開発目標」への記載内
容には、不明確な部分
があり精査が 
必要。以下はその例。 
(1)「26年度末までに実
現」の?になぜ「2～3秒
の遅れがある技術」「１
秒以下の 
遅れがある技術」「2～
3百ミリ秒以下遅れの
技術」が混在するのか
が不明確。３ 
番目の技術があれば、
他は達成できるはず。 
(2) 高速で実用的な
BMIを達成する本研究
になぜ時間分解能が
悪い「高磁場MRI」 
が必要であるのかが
不明確。しかも、MRIは
背負って歩けず、多数
の人用のインタフェー
スとしては使えない。 
(3) 「23年度の目標」
の?「高磁場MRIのゆが
み等の評価指標」はメ

27



ーカーにある 
はず。目標とすべき項
目か疑問。

4902

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

若手だけでなくて中堅研究者
の基盤も手厚くすべき。

若手サポートで大きく
なり、自由闊達な研究
を行ってきた研究者が
中堅になるとたんにサ
ポートがなくなり、せっ
かく続けてきた研究を
中断せざるを得ない。
長い目でみて、中堅で
あきらめることのない
ようにしていただきた
い。

4903

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

 基礎研究を行う大学、独立
行政法人、民間企業の研究
所等に在籍する研究者が応
募できるもので、研究者が応
募しやすい研究資金である。
したがって、着実な予算確保
が必要不可欠である。 

 大学等の研究費が減
少する中で、新しい研
究テーマにチャレンジ
するため、応募しやす
い研究資金制度である
ため。 

4904
民間
企業

30
～
39
歳

経済
産業
省

27018

次世代照明
等の実現に
向けた窒化
物半導体等
基盤技術開
発

このま
ま推進
すべき

環境にやさしく、また人にも
やさしい次世代照明は持続
可能な発展に必要な技術だ
と思います。

有機EL照明は水銀を
使わず、蛍光灯よりも
電力効率もよいと聞い
ています。また、均一
に発光し、人の目にも
負担がないとのこと
で、是非とも実用化し
てもらいたい技術の一
つだと思うからです。

4905

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24130

ライフサイエ
ンス基盤研
究領域事業
（内、オミック
ス基盤研
究）

このま
ま推進
すべき

国税を投資した次世代シー
ケンス拠点として、日本全国
からさらに有効に活用される
べきである。

次世代シーケンサーは
高額であり、また、有
効に利用するには技
術者のスキルと研究者
の知識が必要であるこ
とを考えると、拠点化
することでスケールメリ
ットを図り、日本の科学
技術力の向上につな
げるべきである。

4906

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24129
バイオリソー
ス事業

このま
ま推進
すべき

理化学研究所バイオリソース
センターにおけるバイオリソ
ース事業は、マウスやiPS細
胞を系統たてて収集・保存す
るとともに、内外の研究者の
要望に応じて提供している。
また、国際的な機関として活
躍をしており、事業は推進す
る必要がある。

生物遺伝資源は、研究
のみならず人類にとっ
ても重要な財産であ
り、我が国の研究開発
の基盤を支えていくた
めにも必要不可欠であ
る。これまで蓄積・発展
させてきた基盤を確実
に支援すべきである。

大
学・

28



4907

公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

日本の学術研究の基礎を担
っているものといって良く、よ
り強く推進すべきである。

日本の人文・社会科学
から自然科学まで全て
の分野の学術研究を
実質的に下支えしてい
るものであるため。

4908

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

20
～
29
歳

文部
科学
省

24009
特別奨励研
究員事業

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

DCとPDの採用比率を見直す
べき。博士課程を卒業した若
手を受け入れる仕組みがな
ければ、「高学歴ワーキング
プア」が増えるのも当然だと
思う。

優れた若手研究者を
育てなければ、いずれ
日本の科学分野は先
細りになってしまうだろ
う.

4909

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

20
～
29
歳

文部
科学
省

24122

革新的タン
パク質・細胞
解析研究イ
ニシアティブ 
(ターゲットタ
ンパク研究
プログラム)

このま
ま推進
すべき

私は、東京大学大学院農学
生命科学研究科にて、革新
的タンパク質・細胞解析研究
イニシアティブ(ターゲットタン
パク研究プログラム)からの
研究費にて研究活動を行っ
ています。科学技術関係施
策の優先度判定について、
本プログラムをこのまま推進
してもらいたいと思っておりま
す。

本プログラムの研究課
題であるタンパク質の
構造および機能解析
は、生命現象の解明や
創薬に繋がる重要な
研究であります。本研
究の結果は、新薬開発
などにより私たちの生
活レベルで十分還元さ
れるものと考えられま
す。従って、本プログラ
ムは、優先度の高いも
のと考えられます。現
在本プログラムは終盤
に差し掛かっており、
私自身もデータが出始
めた段階になっており
ますので、是非ともこ
のまま推進していただ
きたいと考えておりま
す。

4910

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

経済
産業
省

27124

バイオマス
エネルギー
等高効率転
換技術開発

このま
ま推進
すべき

我が国独自のバイオマス利
活用技術により生物資源の
有効利用を実現するもので
あり、一層の拡充が望まれる

本プロジェクトの推進
により、我が国独自の
バイオマス利活用技術
が様々蓄積している。
今後ますます再生可
能バイオマスの利用拡
充が必要となる現状に
おいて、本プロジェクト
の成果のさらなる活用
が求められる。

大
学・
公的

研究を行う上で、ほぼ唯一の
財源がこの科学研究費補助
金である。大学を通じての補
助金や寄付等も存在する
が、残念ながら現時点では、
研究費全体におけるメジャー
な要素ではない。したがっ

国際的な競争力を維
持し、回復していくため
には科学技術水準の
維持・向上が欠かせな
い。その活性化のもっ
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4911

研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

20
～
29
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

て、日本の科学研究活動を
活性化するには、この科学
研究費補助金を増強する他
ない。経済的に余裕のない
社会状況ではあるが、長い
目で見た時には科学技術の
振興は極めて重要になってく
ると考えられる。今後もわず
かずつでも拡張していくべき
である。

とも有効な支援策が、
人材育成と研究費支
援である。研究の成果
が目に見えるようにな
るには時間がかかるこ
とを理解したうえで、長
期的な視点で支援をす
ることが大切であると
考える。

4912

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24015
観測・予測
研究領域

このま
ま推進
すべき

地震・火山災害の多い我が
国にとって、国民の安全を確
保するための研究開発は重
要であるので、多くの研究者
の叡智を集めて推進すべき
である。

地震・火山災害による
国民の不安を取り除
き、国民が安心に生活
できる社会を実現する
ことは、国家の基盤的
な力を増すことにつな
がるから。

4913

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24122

革新的タン
パク質・細胞
解析研究イ
ニシアティブ

このま
ま推進
すべき

ターゲットタンパク研究プロ
グラムについて、是非このま
まプロジェクトを推進していけ
るよう、予算要求に沿った予
算編成を進めていただきた
いと思います。  

私は現在上記のプロジ
ェクトに研究員として参
加させていただいてお
ります。本プロジェクト
は現在佳境に入ってお
り、これまでにも多数
の価値のあるデータが
報告されてきました。
本プロジェクトには多
数の研究員が参加して
おり、予算の多くはそ
の人件費に使われて
おります。ここで大幅な
予算の削減があると、
多くの実際に実験を行
う研究者の数が減り、
これまでのまさにまと
めに入らんとする課題
の幾つかが中途半端
な形で終了してしまう
恐れがあると考えま
す。これまでに費やし
てきた予算を無題にし
ない意味でも、優先度
を高めた予算編成をし
ていただけたらと思い
ます。 

4914
小・
中・
高校

～
19
歳

文部
科学
省

24124
植物科学研
究事業

このま
ま推進
すべき

遺伝子組み換え植物の安全
性の確認を主とした、植物バ
イオ全体に広く関わるものだ
から

この事業は必要だと思
うから。

大
学・
公的
研究
機関

40
～ 文部 このま 日本の中小型衛星の打ち上

現在日本には、中小型
衛星の打ち上げに適し
たロケットが無いため、
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4915

（独
法・
公設
試
等）

49
歳

科学
省

24167 固体ロケット

ま推進
すべき

げに不可欠なため、このまま
推進すべきである。

新型固体ロケットを開
発することが早急に望
まれる。

4916
民間
企業

40
～
49
歳

文部
科学
省

24148
理科支援等
設備整備補
助金

このま
ま推進
すべき

理科支援等設備整備補助金
は今後も予算を増やして頂き
たい。

理科支援等設備整備
補助金は理科好きの
子供を育てる事、引い
ては日本の科学力に
大きく貢献していると思
われます。他国に負け
ない科学技術力を子
供のうちから学習する
事が今後ますます必
要と感じます。

4917
民間
企業

50
～
59
歳

厚生
労働
省

25101

先端的基盤
開発研究
（創薬基盤
推進研究）

このま
ま推進
すべき

創薬のための基盤整備に関
する研究は、国として、国民
の健康増進及び先進的な創
薬を柱とした科学技術立国を
目的に据え、最優先で実施
すべきである。

長寿社会において高
齢者が生き生きと生活
出来るためには、病気
の解明や予防法、治療
薬の開発が非常に重
要である。そのための
研究の基盤を支える技
術及びモデル動物など
の研究資源の開発整
備を、国として中・長期
的展望のもとで優先的
に行う必要があるた
め。

4918

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

20
～
29
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

日本では2008年にノーベル
賞受賞者が4人も同時に選
出されました。特に彼らが先
駆的で重要な研究をしてきた
ことは、以前から研究者の間
では明らかで、漸くの受賞と
いう印象があります。この事
実は日本の研究者の質の高
さが世界的にも受け入れら
れてきたということを意味して
いると考えてよいでしょう。現
在、特に基礎研究に関する
分野の重要な研究施設の多
くは、国際化、大型化の一途
を辿り、更なる質の向上を競
い合っています。ここで科研
費の優先度を下げて優れた
研究者達の活躍の場を奪う
べきではありません。優れた
研究者が育つことができる文
化的下地は既に整っている
のですから。

2008年のノーベル賞受
賞者のうち、小林先生
益川先生にはKEK Bフ
ァクトリーという日本の
加速器の施設の貢献
が背景にあります。Bフ
ァクトリーは国際競争
に勝ち抜き、彼らの予
想したCP対称性の破
れの発見に大きな貢献
をしました。このような
発見までの一連の流
れには日本独自の実
験施設への科研費の
資金的援助は勿論不
可欠でありました。この
理論実験両面への日
本の働きが評価されて
います。つまり、ノーベ
ル賞などで評価されて
きた理論的な研究の評
価も日本独自の素晴ら
しい実験的な検証に支
えられている面があり
ますから、科研費によ
って優れた研究者、特
に実験施設への投資
を続けていって欲しい
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のです。

4919

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

20
～
29
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

科学研究費無しでは、研究
活動を行うことはできない。

資源に乏しい日本は優
れた科学技術で世界
に出て行くしかない。
国として学術研究に投
資して欲しい。

4920

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24001

大学発グリ
ーン・イノベ
ーション創
出事業

このま
ま推進
すべき

重要な施策であり、推進すべ
き。

グリーン・イノベーショ
ンを起こすには、大学
が有する知や人材育
成機能を活用すること
が一番の近道であるた
め。

4921

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

60
歳
～

文部
科学
省

24004

次世代がん
研究戦略推
進プロジェク
ト

このま
ま推進
すべき

個別化医療の実現

がん治療における薬剤
効果は、個人個人によ
り効果が異なる。 
早急に遺伝子解析を
利用することにより、個
別化医療を実現してほ
しい。

4922

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24154

研究者の養
成（海外特
別研究員、
若手研究者
インターナシ
ョナル・ トレ
ーニング・プ
ログラム）

このま
ま推進
すべき

若手の時期に長期間海外の
トップクラスの研究機関で研
究に専念する経験は、研究
者生涯にとって大きく生き
る。私はまだ、海外特別研究
員が総数１０名だったころに
選ばれて派遣された。このと
きの成果だけではなく、築い
た人脈が大きな資産となって
いる。

現在、将来ある若手研
究者がなかなか海外
に出て行かず、内向き
と言われている。海外
特別研究員は非常に
重要なキャリアパス
で、より多くの若手研
究者が広い視野に立
ち研究を進めることが
できるようになるため、
意義が高い。

4923
民間
企業

60
歳
～

文部
科学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、グ
ローバル
COEプログ
ラム

このま
ま推進
すべき

 基礎科学の重要性を 国家
として取り組むべきである。 

 教育の衰退は 国家
の荒廃である。

4924

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・

30
～
39
歳

文部
科学
省

24116

オーダーメ
イド医療の
実現プログ
ラム

このま
ま推進
すべき

今やらなければ日本の科学
の将来はないと思います。

ゲノム医学は重要で、
将来の日本の科学の
根幹をなすと思うから。
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公設
試
等）

4925

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24122

革新的タン
パク質・細胞
解析研究イ
ニシアティブ

このま
ま推進
すべき

ターゲットタンパク研究プロ
グラムについて、是非このま
まプロジェクトを推進していけ
るよう、予算要求に沿った予
算編成を進めていただきた
いと思います。 

私は現在上記のプロジ
ェクトに研究員として参
加させていただいてお
ります。本プロジェクト
は現在佳境に入ってお
り、これまでにも多数
の価値のあるデータが
報告されてきました。
本プロジェクトには多
数の研究員が参加して
おり、予算の多くはそ
の人件費に使われて
おります。ここで大幅な
予算の削減があると、
多くの実際に実験を行
う研究者の数が減り、
これまでのまさにまと
めに入らんとする課題
の幾つかが中途半端
な形で終了してしまう
恐れがあると考えま
す。これまでに費やし
てきた予算を無題にし
ない意味でも、優先度
を高めた予算編成をし
ていただけたらと思い
ます。 

4926
民間
企業

30
～
39
歳

総務
省

20106
準天頂衛星
システムの
研究開発

このま
ま推進
すべき

測位技術の実証に加え、利
用サービスの技術開発を民
間企業に広く求める機会を
創出すべきである。

準天頂衛星1号機の打
ち上げが成功した現
在、測位技術実証と利
用サービスの開発が
急がれる。また、これら
の技術開発によって、
以降の打上計画が加
速するものと思われ、
早急に推進すべきでと
考える。

4927

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設整
備

このま
ま推進
すべき

人材育成の場である大学の
施設の整備は重要である。

天然資源のない我が
国においては、人財こ
そが資源であり、それ
を作り出す国立大学の
施設を整備することは
重要である。我が国の
大学の設備の老朽化
を目にすると、このまま
放置することは、人財
の損失につながること
が容易に予想できるか
ら。

最近の学生の多くは向
上心がない。 
彼らは日本が少子化し
ているため競争が緩和
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4928

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24013
理数学生育
成プログラ
ム

このま
ま推進
すべき

協力に推進すべき

されていると 
思っている。向学心の
ある学生に、才能を伸
ばす 
制度を提供すべきであ
る。 
そのために、大学によ
っては異なるアドミッシ
ョン・ポリシーを採用し
ていることがあるので、
異なる大学の学生の
間の交流を促進するこ
とは、良いと思う。

4929
その
他

50
～
59
歳

経済
産業
省

27018

次世代照明
等の実現に
向けた窒化
物半導体等

このま
ま推進
すべき

環境に優しい省エネ照明技
術の開発は、国策として是非
推進すべき技術開発と思い
ます。

昨今の異常気象では、
地球温暖化の影響を
実感させられます。地
球に優しいエコ技術
は、日本の持続可能な
経済発展のための産
業の要になると期待し
ています。特に有機ＥＬ
を用いた照明は、省エ
ネであるのみならず、
意匠的にも、新しい照
明の未来を予感させま
す。世界に先駆けて是
非成功していただきた
いと、期待しています。

4930
民間
企業

30
～
39
歳

文部
科学
省

24169
我が国の宇
宙技術の世
界展開

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

【施策の目的】において、「宇
宙新興国が宇宙システムを
活用する上で必要な能力開
発や人材育成・派遣をパッケ
ージとして提供することによ
り、我が国の優れた衛星開
発技術、衛星データ利用技
術等の展開を図る。」とあり
ますが、以下とすべく意見を
致します。 
「宇宙新興国が宇宙システム
を活用する上で必要な能力
開発や人材育成・派遣、及び
当該国において有益な宇宙
利用分野の萌芽となるべく試
行的事業をパッケージとして
提供することにより、我が国
の優れた衛星開発技術、衛
星データ利用技術等の展開
を図る。」 
 
「、及び当該国において有益
な宇宙利用分野の萌芽とな
るべく試行的事業」を追記。

【施策の重要性】にお
いても「宇宙新興国の
傾向としては、導入当
初のシステムが長期に
亘って、当該国のスタ
ンダードになる可能性
が高く、地道な「地なら
し」が技術の囲い込み
につながると考えられ
る。」とあります。 
更に当該新興国にお
いて真に受け入れられ
るためには当該新興
国において真に有益性
を理解され導入後に利
活用が推進される為に
も、単純なシステム導
入に留まらず、展開先
国のニーズの的確な
把握による利活用分野
を見通した試行的事業
を実施しより着実に定
着し歓迎される展開が
必要と考える為。

大
学・
公的
研究 20

大学院教育
改革推進事 分野を牽引していく大型研究

分野を牽引していく大
型研究がいくつもある
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4931

機関
（独
法・
公設
試
等）

～
29
歳

文部
科学
省

24143

業のうち、グ
ローバル
COEプログ
ラム

このま
ま推進
すべき

には現状のG-COEのような
大型の予算が不可欠であ
る。

ことは国力を示すパラ
メータの一つであろう。
G-COEは優れた成果
をあげてきたと感じて
いる。

4932
民間
企業

30
～
39
歳

文部
科学
省

24169

我が国の宇
宙技術の世
界展開-最
先端宇宙科
学・技術と人
材育成をセ
ットにした新
たな海外展
開戦略-【特
別枠該当施
策】

このま
ま推進
すべき

ハードに加え、利用技術や人
材育成も含めたパッケージ
展開はわが国の産業界全体
において期待が持てる施策
である。特に地球観測衛星
の利用技術については海外
需要が高まっているため早
急に推進すべきである。

森林REDD、インフラ輸
出、資源開発等、海外
における地球観測衛
星の利用技術ニーズ
は急速に高まってい
る。その為、衛星リソー
スの補強と利用技術の
高度化は急務であり、
早急に推進すべきと考
える。

4933

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

60
歳
～

総務
省

20003

新世代通信
網テストベッ
ド(JGN-X)構
築事業

このま
ま推進
すべき

新世代ネットワーク研究開発
競争に関して、欧米に追いつ
き追い越すためには、アジア
域内の全ての研究ネットワー
クが参加するAPANを通じ
て、中国、韓国、インド等にお
けるリーダおよびその研究機
関を組織化した上で、これら
の国をテストベッドで接続し
最先端の国際共同研究を実
証的に推進することが重要
である。 

国際標準化を達成する
ためには、技術だけで
なく、支援者を組織化
し、市場を制することが
肝要である。 
欧米諸国は、世界の人
口の60%以上を占める
アジアを重要視して、
既にアジアの代表的な
研究機関と競争研究を
進め、覇権を握ろうとし
ている。これらの進出・
切り崩しに対処するた
めには、既に組織化さ
れているAPANを活用
し、アジア諸国を組織
化して新世代ネットワ
ークに関する最先端研
究を進めることで、国
際標準化が可能とな
る。その結果、これら
の研究に参加した企業
はアジアを含む世界市
場に進出できる。

4934 大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設

40
～
49
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

一般企業などでも行われて
いる近い将来の利益を期待
する研究は、我々の生活を
豊かなものにする点で重要
だと思いますが、そのような
利益をすぐに期待できないよ
うな基礎科学の研究も、自然
の真実を明らかにし理解す
ることで人間に精神的、知的
な豊かさをもたらすという点
で非常に重要だと思います。
さらにそのような基礎科学の
基盤なしに、人間生活を将来

近年の小林氏、益川氏
のノーベル物理学受賞
などのことをみても、世
界の中でも日本は基
礎科学の分野で非常
に貢献して来たものと
思います。このように
日本人が世界に向け
て重要な貢献ができる
基礎科学の分野をこれ
からも強くサポートして
いくことは、引き続き日
本が世界の中で貢献し
ていくために非常に重
要だと思います。最近
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試
等）

において豊かにする応用科
学の発展も期待できないと思
います。科学研究費補助金
は、このような基礎科学の研
究をもサポートするもので、
これからも強く推進していく
べき施策だと思います。

の不景気な状況では
軽視されかねないこの
ような基礎科学の分野
のサポートですが、き
ちんと日本の将来を見
据えた視点をもって科
学研究費補助金は推
進していくべきだと思い
ます。

4935
民間
企業

30
～
39
歳

経済
産業
省

27156

次世代地球
観測センサ
（高性能ハ
イパースペ
クトルセン
サ）等

このま
ま推進
すべき

世界各国においてもハイパ
ースペクトルセンサの衛星開
発が進められている現在、世
界に先駆けた技術開発が望
まれる。

資源獲得競争が繰り
広げられている今日、
日本固有の新たなリモ
ートセンシング技術とし
て海外展開が可能とな
るメリットは多大である
と考える。また、新たな
解析技術は森林・農業
といった現在再生が求
められる産業の効率
化・高度化に繋がると
考える。

4936

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24170

Bepi 
Colombo(水
星探査プロ
ジェクト）

このま
ま推進
すべき

日欧大型共同科学プロジェ
クトであり、科学的意義も大
きいため、本施策を推進すべ
きである。

「はやぶさ」・「あかつ
き」と日本の惑星探査
を継続し、水星は固有
磁場をつ地球型惑星
で、まだ詳細な探査は
されておらず、太陽系
探査を通して太陽系形
成等の謎を解明するた
めにも、推進すべきで
ある。

4937

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

研究者個人のアイデアに基
づいた研究を支える数少な
いリソースであり、絶対絶や
してはいけない。

個人のアイデアが入り
込む余地の少ない大
プロジェクト研究は科
研費はそぐわない。科
研費一つあたりの研究
費は減らして、採択率
をあげるべきである。
また、年度をまたいで
使用できるように柔軟
化するべきだ。

4938

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

60
歳
～

文部
科学
省

24130
ライフサイエ
ンス基盤研
究領域事業

このま
ま推進
すべき

早急な遺伝子解析の実現

昨年は新型インフルエ
ンザが世界的に大流
行した。 
今後新たな感染症が
流行することが予想さ
れるため、早急に対応
できる基盤が必要であ
る。 
流行してからの対応で
は遅い。

この加速器は世界最
高の性能をもち、世界
の研究者から待望され
ていたものである。こ
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4939

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このま
ま推進
すべき

大強度陽子加速器施設（J-
PARC）という、日本が世界に
誇る先端加速器を用いて、
基礎科学を進めてほしい。

の計画を一層推進する
ことで、日本が当分野
で世界を確実にリード
できる。また、研究現
場での国際協力が進
んでおり、すでに実際
に多くの外国人研究者
が参加している。今後
さらに海外からの人
的、資金的な協力が得
られることは確実であ
る。世界最高の施設で
研究を行うことは基礎
科学の若手研究者育
成にとってきわめて有
効であり、日本がこれ
らの基礎科学で世界
最高水準を維持するこ
とは、国民の教育、文
化レベルと活力を高
め、技術革新や産業の
創出につながり、長期
的な日本の発展に寄
与するものである。

4940

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

研究者の立場として、基礎的
な個人研究を推進する上で
不可欠であると考えます。基
盤Ｃや若手Ｂなど多くの研究
者に基礎的な研究を推進す
る機会をもっと拡充していく
のが良いと思います。

研究者の自由な発想
にたいして、研究費を
支援するプログラムで
あり、科学技術の裾野
を広げるという点にお
いて重要であると考え
ます。また斬新なアイ
デアや学術的価値の
高い研究が必ずしも大
型プロジェクトのような
予算が必要ではないた
め、科学研究費補助金
のようなシステムは、
研究の継続性を確保
する上でも不可欠であ
ると思います。

4941
民間
企業

60
歳
～

国土
交通
省

28001
高度な国土
管理のため
の複数の衛
星測位シス
テム（マルチ
GNSS）によ
る高精度測
位技術の開

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

マルチGNSSの活用は衛星
測位の利便性向上のために
有益であり、広く利用技術開
発を進めていくことには賛成
します。 
ただし、わが国の衛星測位
政策としては、
GPS,QZSS,GLONASS,Galileo
をすべて横並びに考えるの
ではなく、GPSを準天頂衛星

当面、わが国の測位基
盤として最も実際的で
あるのは、精度、信頼
性、地域カバレッジ等
からみてGPS＋QZSS
補完・補強であり、これ
を優先してインフラ整
備を進めていくことが
適当と考えます。また、
衛星測位システムを、
国境画定・国民の財産
権管理など国家主権
の行使基盤としてとら
えた場合も、米国GPS
との協調を基本に
QZSSによって我が国
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発 により補完・補強することを
優先・前提として国の測位基
盤の整備を行っていくべきで
あると考えます。 

としての基盤を確立し
つつ、利便性の向上を
図るのが適当と考えま
す。なお、GLONASSに
ついては、現状GPSと
比べ精度が低いこと、
FDMAへの移行計画、
カントリーリスクなどの
懸念に配慮が必要と
考えます。

4942
民間
企業

30
～
39
歳

環境
省

29104

途上国の森
林に係る削
減・吸収量
の測定事業

このま
ま推進
すべき

REDDプラスに係る事業は、
林野庁、経済産業省等の関
連省庁および、現在先行して
取り組みをしている民間企業
と積極的に協業するべきで
ある。

REDDプラスはわが国
の排出削減目標達成
のために不可欠な要
素であるとともに、世界
におけるイニシアチブ
を確保するため、日本
固有の技術を駆使した
研究開発を早急に進
めるべきである。

4943

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

20
～
29
歳

文部
科学
省

24154

研究者の養
成（海外特
別研究員、
若手研究者
インターナシ
ョナル・トレ
ーニング・プ
ログラム）

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

採用枠を現状より増やすべ
き。博士課程学生への援助
は各大学でも進んできている
(例えば東京大学では博士課
程学生の学費は実質的に免
除されている。)のでDCを削
減してもよいと思う。

急激に進行している国
際化に対応できる若手
研究者の数は非常に
少ないと感じている.英
語で十分に科学的議
論を行うには海外での
研究生活を体験するの
が、最も良い手段であ
るのは疑いがないと思
う。

4944

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

60
歳
～

経済
産業
省

27007

次世代印刷
エレクトロニ
クス材料・プ
ロセス基盤
技術開発事
業

このま
ま推進
すべき

 基板上にプリント方式でトラ
ンジスターを始めとした各種
素子や配線を形成してデバ
イスを作製する分野では、こ
の産総研グループが世界の
最先端、トップを独走してい
る。 
 次世代印刷エレクトロニク
スは将来、1枚基板のデバイ
スのみならず、それを何枚も
重ね合わせて構築される｢積
層｣印刷エレクトロニクスデバ
イスに発展すると考えられ
る。 
 以上の点から、このプロジ

 これまで半導体産業
は集積度を上げる事に
よって、従って、より小
さな回路やトランジスタ
ー高密度に作成する
事によって、計算速度
や小型化を計って来
た。しかし、小型化は
必ずしも発展の一つの
方向ではない。人間が
直接利用するヒューマ
ンインターフェース(キ
ーボード、ディスプレ
イ、マウス、タッチパネ
ルetc)は、人間的な大
きさ(20～30cm)を持つ
事が自明である。その
大きさ(1/1～1/10)に匹
敵するエレクトロニクス
が必然的に重要性を
持ち、今後の開発に拍
車がかかるに違いな
い。この様な比較的大
面積のエレクトロニクス
の製造法としては、?大
量生産性、?簡便さ、?
環境への配慮と言った
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ェクトを国レベルで推進実行
してしかるべきだと考える。

点から、印刷法がメジ
ャーとならざるを得な
い。 
 将来的には液晶バッ
クライトの裏側に、その
ディスプレイ用のメモリ
ーやグラフィックプロセ
ッサー等の複数個の
印刷エレクトロニクスを
組み込んだ、オールプ
ラスチック製のiPadの
ような民生用機器が開
発される事すら想像す
るにかたく無い。 

4945

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このま
ま推進
すべき

RIビームファクトリーという、
日本が世界に誇る先端加速
器を用いて、基礎科学を進
めてほしい。 

この加速器は世界最
高の性能をもち、世界
の研究者から待望され
ていたものである。こ
の計画を一層推進する
ことで、日本が当分野
で世界を確実にリード
できる。また、研究現
場での国際協力が進
んでおり、すでに実際
に多くの外国人研究者
が参加している。今後
さらに海外からの人
的、資金的な協力が得
られることは確実であ
る。世界最高の施設で
研究を行うことは基礎
科学の若手研究者育
成にとってきわめて有
効であり、日本がこれ
らの基礎科学で世界
最高水準を維持するこ
とは、国民の教育、文
化レベルと活力を高
め、技術革新や産業の
創出につながり、長期
的な日本の発展に寄
与するものである。

4946

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24141 特別研究員

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

若い研究者個人のアイデア
に基づいた研究を支える数
少ないリソースである。アイ
デアは研究の鍵であり、絶対
にやめてはいけない。

ポスドク問題が深刻で
ある。定職を持つ者
は、海外特別研究員に
採用すべきではない。

これまで以上に、強力に推進
すべきである。 

科学研究費補助金は
大学と共に基礎研究を
担う研究機関の研究を
発展させてきた。公的
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4947

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

特に自由な研究基盤を置
き、国家・社会の知的拠点た
る大学の研究水準を維持発
展させるための最も重要な
資金である。世界の中で日
本の地位を維持・向上させる
ためには大学の水準を飛躍
的に引き上げる必要がある。
科学研究費はこの目的を効
果的に果たしている。また、
次代を担う学生・若手研究者
の教育・研究レベルの向上
に果たす役割も極めて大き
い。 
しっかり推進しないと、韓国
はおろか中国にも追い抜か
れ、知的水準の高い先進国
として、世界の尊敬も得られ
なくなるだろう。

に措置される研究資金
には研究者の発想に
基づくボトムアップ型の
ものと、政策誘導型の
ものがあるが、科学研
究費はボトムアップ型
として、日本が世界に
占める知的地位に持
続的向上だけではな
く、時に全く予期しない
ブレークスルーをもも
たらす可能性を持って
いる。一方、財政の透
明性が強く要請される
中で、科学研究費はピ
アレビューに基づく公
平な審査で採択され、
健全な競争環境の維
持にも重要な役割を果
たしている。 

4948

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24174

革新的ハイ
パフォーマ
ンス・コンピ
ューティン
グ・インフラ
（HPCI）の構
築

このま
ま推進
すべき

現在、科学や産業界におい
てハイパフォーマンス・コンピ
ューティングの果たす役割
は、ますます重要になってい
るため、本施策を推進すべき
である。

科学の進展、産業競争
力の強化のために、次
世代スーパーコンピュ
ータと多様なユーザー
ニーズに応える計算環
境を実現することは、
大変重要である。

4949

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24138

Bファクトリ
ー加速器の
高度化によ
る新しい物
理法則の探
求

このま
ま推進
すべき

Bファクトリーという、日本が
世界に誇る先端加速器を用
いて、基礎科学を進めてほし
い。

この加速器は世界最
高の性能をもち、世界
の研究者から待望され
ていたものである。こ
の計画を一層推進する
ことで、日本が当分野
で世界を確実にリード
できる。また、研究現
場での国際協力が進
んでおり、すでに実際
に多くの外国人研究者
が参加している。今後
さらに海外からの人
的、資金的な協力が得
られることは確実であ
る。世界最高の施設で
研究を行うことは基礎
科学の若手研究者育
成にとってきわめて有
効であり、日本がこれ
らの基礎科学で世界
最高水準を維持するこ
とは、国民の教育、文
化レベルと活力を高
め、技術革新や産業の
創出につながり、長期
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的な日本の発展に寄
与するものである。

4950

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24170

Bepi 
Colombo(水
星探査プロ
ジェクト)

このま
ま推進
すべき

本施策を予定通り推進する
べきである。

BepiColomboは日本に
とって初の本格的国際
共同プロジェクトであ
り、宇宙科学分野での
日本のプレゼンスを発
揮し、信頼を得るため
に、長期的な視点に立
った宇宙科学戦略が
必要とされる。本計画
を予定通り推進し、欧
州宇宙機関（ＥＳＡ）か
らの信頼を獲得するこ
とがその第一歩にあた
る。

4951

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24116

オーダーメ
イド医療の
実現プログ
ラム

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

オーダーメード医療実現化プ
ロジェクト自体の必要性は多
いにあると考える。 
ただし一般の人に対しての
普及活動自体がまだ徹底で
きていないように思う。せめ
て治験並みの認知度および
認知度UPを目標としたMCの
教育は必須と思われる。 
また、データー収集および解
析方法についても改善の余
地があるとよに思われる。 
研究成果をもっとより多くの
研究者、企業とシェアできる
ようなインフラ整備も必要で
はないかと思う。

医療情報収集及び、デ
ーター入力方法にMC
の個人の考えによる部
分が見受けられ、各施
設間でのばらつきがあ
るように思われる。 
また、協力者も結局よ
くわからないまま協力
している部分が見受け
られ、協力者に渡すパ
ンフレット等も研究者
目線の難解なものが
多く、もう少し協力者が
何に協力しているの
か、自分の検体はどう
役立っているのかが、
わかりやすいようにし
たほうが良いように感
じます。 
また、厚生労働省とも
リンクして、治験とも関
連させていければ書く
製薬企業にとってもよ
り発展したプロジェクト
になっていくのではな
いかと思います。

4952

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24122

革新的タン
パク質・細胞
解析研究イ
ニシアティブ

このま
ま推進
すべき

特に革新的細胞解析プログ
ラム（セルイノベーション）に
おいては、次世代シークエン
サーを効果的に用いた質の
高い研究により、従来の知見
を活用し更に深く細胞機能を
解明する研究課題に取り組
んでいる。本施策をこのまま
推進することにより、個々の
採択課題の成果が連携し、
個体発生や癌化機構など近
い将来の医療や生活の質の
向上に資する成果が期待で
きる。

本施策の採択課題は
個々に重要かつ個性
的でありながら互いに
密接に関連するように
オーガナイズされてお
り、このような大型予算
による研究施策の中で
も特に結果の相乗効
果が期待できる。
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4953

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

採択率を向上させることは望
ましい。また、高い研究成果
が期待できる研究に対して
は、比較的大きな研究費を
配分する制度の拡充も望ま
しい。

国内の研究者にとっ
て、科学研究費補助金
の制度は不可欠のも
のであり、科学立国を
支える貴重な礎となっ
ている。従って、裾野を
広げる意味で採択率を
挙げることは望ましい。
その一方、大きな成果
が期待できる研究に対
しては中途半端になら
ないような十分な配分
が望まれる。

4954

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24119

ナショナル
バイオリソー
スプロジェク
ト

このま
ま推進
すべき

ナショナルバイオリソースプ
ロジェクトは、特に重要、国
際貢献度が高いものに対し
て、今までよりさらに強力に
推進すべきと考えます。

現在２７の生物種に対
して事業が行われてい
ます。特にゼブラフィッ
シュは、我が国のリソ
ースの独創性から国内
だけではなく、国外か
らもひっきりなしに請求
され、ひんぱんに提供
しています。このよう
に、リソースとして現在
の科学に対して貢献度
が高いものから、逆に
貢献度が低いものまで
さまざまであります。ま
た経費の有効利用に
ついても、再考する余
地があります。これらを
考慮し、改善した上で
これまでより強力に推
進すべきと考えます。

4955

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24131

ライフサイエ
ンス基盤研
究領域事業
（内、生命分
子システム
基盤研究）

このま
ま推進
すべき

生物は単純ではなく多数の
分子システムの集合体であ
る以上、これを理解するため
に行われる本研究領域は、
優先度が高いという以上に、
我々にの生命活動を支える
産業を後押しする基本的か
つ必須な施策です。

これまでの、また現在
進行中の研究結果が
積み重ねられてきてお
り、後にはブレイクスル
ーは必至でしょう。これ
に伴う直接的あるいは
間接的な利を逃さない
ためにも、 
またそれらの効果的な
成果移転を行うための
継続した整備のために
も 
このまま推進すべきと
考えます。

4956
民間
企業

40
～
49
歳

文部
科学
省

24125
免疫・アレル
ギー科学総
合研究事業

このま
ま推進
すべき

花粉症などのアレルギーを
治す方法を一日も早くつくっ
ていただきたい。

私自身も子供の頃から
３０年近くも花粉症に
悩まされてきたが、４歳
になる長女もアレルギ
ーの傾向がみれれる。
体質が遺伝したものと
考えられるが、遺伝の
メカニズムを明らかに
して、またワクチンの作
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成を早く成功させてい
ただきたい。

4957
民間
企業

40
～
49
歳

文部
科学
省

24178
大型放射光
施設
（SPring-8）

その他

実施体制に関してですが、理
研が設置者としてSPring-8の
運営の総括を行い、（財）高
輝度光科学研究センター
（JASRI）が理研から委託を
受け、運転・維持管理業務を
実施するというスキームは見
直すべきです。できれば管理
に係る権限を理研から文部
科学省に移管して、JASRIに
委託すべきだと思います。

理研は自身の研究目
的を推進する機関であ
って、世界に開かれた
利用者への支援を行う
機関ではありません。
利用者支援をその本
務としない理研をトンネ
ルにして迂回投資する
のは手続き上も無駄だ
と思います。JASRIとい
う委託先があるのです
から理研を介さずに直
接委託すれば、理研の
管理コストも削減でき
て効率的だと思いま
す。理研がユーザー支
援でない目的で使用す
る事に関しては、他の
研究機関（大学や独
法）あるいは産業界や
自治体と同様の扱いで
良いと思います。

4958

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

20
～
29
歳

文部
科学
省

24125
免疫・アレル
ギー科学総
合研究事業

このま
ま推進
すべき

原因不明の難病の治療方法
を確立してほしい。

世界でもトップのレベ
ルで免疫、アレルギー
に関する研究をしてい
る研究機関であると認
識しています。 
身内に自己免疫疾患
を患っている者がおり
ます。原因不明の難病
でして、未だに治療方
法が分かっていませ
ん。１日でも早く彼女の
ような病気で苦しんで
いる人達のために、こ
のような研究機関での
免疫学的研究を推進し
ていただきたいと思い
ます。

4959
その
他

40
～
49
歳

文部
科学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このま
ま推進
すべき

一般公開などで科学の重要
性を認識しました。日本が外
国と競争して豊かな生活を
送るためにも様々な分野の
研究を行っているJ-PARCを
推進して欲しいと思いまし
た。

ノーベル賞を取った高
エネルギー加速器研
究機構の推進する計
画を推進して、世界の
科学技術を推進して欲
しいと思います。

大
学・
公的

わが国には、世界最高
の性能をもち、世界の
研究者から待望されて
いる加速器がある。こ
れらの計画を一層推進
することで、日本が当
分野で世界を確実にリ
ードできる。世界最高
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4960

研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

J-PARC、RIBFの推進や
KEKB高度化など、先端加速
器による基礎科学を進めて
ほしい。

の施設で研究を行うこ
とは基礎科学の若手
研究者育成にとってき
わめて有効であり、日
本が基礎科学で世界
最高水準を維持するこ
とは、国民の教育、文
化レベルと活力を高
め、技術革新や産業の
創出につながり、長期
的な日本の発展に寄
与するものである。

4961
民間
企業

20
～
29
歳

文部
科学
省

24169
【我が国の
宇宙技術の
世界展開】

このま
ま推進
すべき

【施策の目的】において、「宇
宙新興国が宇宙システムを
活用する上で必要な能力開
発や人材育成・派遣をパッケ
ージとして提供することによ
り、 
我が国の優れた衛星開発技
術、衛星データ利用技術等
の展開を図る。」とあります
が、以下とすべく意見を致し
ます。 
「宇宙新興国が宇宙システム
を活用する上で必要な能力
開発や人材育成・派遣、及び
当該国において有益な宇宙
利用分野の萌芽となるべく試
行的事 
業をパッケージとして提供す
ることにより、我が国の優れ
た衛星開発技術、衛星デー
タ利用技術等の展開を図
る。」 
「、及び当該国において有益
な宇宙利用分野の萌芽とな
るべく試行的事業」を追記。

【施策の重要性】にお
いても「宇宙新興国の
傾向としては、導入当
初のシステムが長期に
亘って、当該国のスタ
ンダードになる可能性
が高く、地道 
な「地ならし」が技術の
囲い込みにつながると
考えられる。」とありま
す。 
更に当該新興国にお
いて真に受け入れられ
るためには当該新興
国において真に有益性
を理解され導入後に利
活用が推進される為に
も、単純なシステ 
ム導入に留まらず、展
開先国のニーズの的
確な把握による利活用
分野を見通した試行的
事業を実施しより着実
に定着し歓迎される展
開が必要と考え 
る為。

4962

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

数学においては、大型の科
学研究費補助金を少数の研
究者に配分するのではなく、
小型のものを多くの研究者
に分配する方が費用対効果
の点ですくれている。

数学の発展になにより
も必要なのは研究時
間である。予算を特定
の個人に集中してしま
うと、研究よりむしろ予
算をいかに有効利用
するかにエネルギーが
取られてしまう。

4963
民間
企業

20
～
29
歳

文部
科学
省

24126
ゲノム医科
学研究事業

このま
ま推進
すべき

日本の将来にとって必要な
研究だと思う。

今後のゲノム科学の発
展に必要不可欠な施
策だと思うから。

当該施策の実施は、情
報通信研究機構のリ
ーダーシップの下、明
確な目標を定め、各々
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4964

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

総務
省

20115
先端ＩＣＴ技
術に関する
研究開発

このま
ま推進
すべき

このまま推進すべきである。
推進にあたり、各個別分野
の直接研究費だけでなく、共
通の研究インフラの整備に
も、同程度のバランスをとる
ことを望む。

の項目で研究成果を
蓄積しつつあることか
ら、このまま推進する
のが望ましい。一方、
その技術的基盤は、材
料工学・基礎物理 (量
子光学)を背景としてお
り、技術成果を広く社
会に還元する方策とし
て、大学等との連携協
力、インフラ整備が極
めて有効である、と考
える。

4965

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

20
～
29
歳

文部
科学
省

24141
特別研究員
事業

このま
ま推進
すべき

優れた若手研究者への支援
をお願いしたい。

優れた学生であって
も、現状のようにアカデ
ミックポジションに就け
ない状況では、研究者
を志すことは難しい。
優れた学生、若手研究
者を国として支援して
欲しい。

4966

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このま
ま推進
すべき

さらに発展させつつ推進すべ
き分野である。未知の物質を
創り出し、それらの根源的な
性質を明らかにする先端的
で基本的な知をもたらして欲
しい。国際的な協力を進め
て、基礎科学における日本
のプレゼンスを高めてほし
い。

日本が世界をリードし
ている数少ない先端分
野である。厳しい競争
の中にあって、既に世
界トップに立っている
分野は本当に少ない。
宇宙での元素生成の
道筋を明らかにするの
に必要な知識をもたら
すのも理由のひとつで
ある。

4967
その
他

30
～
39
歳

文部
科学
省

24006

ライフサイエ
ンスデータ
ベース統合
推進事業
（仮称）

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

多額の国費を投入して得ら
れたライフサイエンスのデー
タについては、国民が広く恩
恵が受けられるように、例え
ば、クリエイティブ・コモンズ
のライセンスなどを利用し
て、オープンアクセスが保証
されるべきであると思いま
す。既に、文部科学省傘下
の理化学研究所では、クリエ
イティブ・コモンズのライセン
スを利用したライフサイエン
スデータの公開が行われて
いるので、それを参考にし
て、省庁横断的に連携して本
事業も進めるべきであると思
います。

欧米では、クリエイティ
ブ・コモンズのライセン
スが有効活用されてお
り、公益性の高いデー
タについては、オープ
ンアクセスがかなり保
証されており、国民へ
の利益還元が行われ
ています。しかし、日本
では、国費を投入した
得られたデータの有効
活用が依然として遅れ
ているように思われる
からです。私は、クリエ
イティブ・コモンズ・ジャ
パンの事務局スタッフ
をしているので、御質
問等についてはお気軽
にお問い合わせ下さ
い。

大
現在、若手研究者の置
かれている状況は厳し
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4968

学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24141
特別研究員
事業

このま
ま推進
すべき

若手研究者を支援するため
に、現状において必要な重
要な資金である。

く、若手研究者に対し
て経済的な支援を行わ
なければ、彼らの研究
者としての道を閉ざし
てしまうことになりかね
ない。 
若手研究者の成長なく
して我が国の科学研究
の未来はない。

4969
民間
企業

30
～
39
歳

総務
省

20110

フォトニック
ネットワーク
技術に関す
る研究開発

このま
ま推進
すべき

一般的な意見としてコメントさ
せていただきます。 
我が国の光通信技術を応用
した次世代ネットワークの標
準化を目指すことは国際競
争力の強化とともに我が国
の発展において重要な鍵と
なるものだと思います。 
また本件とは異なりますが、
このような内閣府での科学技
術関係施策の優先度判定等
の実施に関するパブリックコ
メントの募集ですがもっと広く
一般にアピールして多くの意
見を求めるべきであると思い
ます。過去の意見をみても専
門的な意見が多く、果たして
私のような一般の人がそれ
ぞれの施策に関してどのよう
な考えをもっているのかを調
査しているとは言い難いで
す。事業仕分けだけがクロー
ズアップされますが、このよう
な活動こそアピールすること
で国民が参加できるものであ
るのだと思われるのではない
でしょうか。

ICT利活用の増進に伴
いネットワークの高速
化大容量化は必須で
あり、同時に低消費電
力化の実現を研究開
発している意味は大き
いと思います。本技術
は次世代ネットワーク
と成り得るものであり、
もし国際標準化獲得･
産業財産権取得が実
現すれば大きな技術
資源となります。現在、
通信に関わる技術は
いわば輸入したような
ものであり次世代ネッ
トワークこそ我が国の
技術資源として輸出し
ていくものであるべき
です。この分野の研究
を縮小することは国際
競争力の低下を意味し
鉱物資源を持たない我
が国にとって、本来国
家プロジェクトとして積
極的に取り組んでいく
ものであると思いま
す。

4970

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このま
ま推進
すべき

RIビームを使った研究は日
本が牽引している。 
世界中で新世代加速器を計
画しているが、実現している
のは 
RIビームファクトリーが唯一。
これから10年は世界一の 
状態が続く。装置を作る段階
で負けるなら仕方ないが、 
世界一の装置を持っていて
使いこなせないのでは恥ず
かしい。 

宇宙開発や高エネル
ギー物理ほど華やか
ではないが、 
技術、理論とも、非常
に高いレベルにある。 
物理の内容も多彩であ
る。 
ここで途絶えると大切
な財産を二度と取り戻
すことが 
できなくなる。 

4971
大
学・
公的
研究
機関

30
～

文部
科学

24177

大強度陽子
加速器施設

このま
ま推進

本施策に対を、国の強力な
支援のもとに推進すること
は、日本国の科学技術能力

基礎科学研究の中心
であり、なおかつ、世
界でもトップクラスの加
速器施設であるJ-
PARCの成果は、今後
日本の科学の進歩に
は欠かせない。この分
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（独
法・
公設
試
等）

39
歳

省 （J-PARC） すべき の向上のみならず、全世界
から人、すなわち“知”を結集
する礎となると考える。

野への戦略的投資は、
日本の科学研究をトッ
プレベルとする、また、
確実にリードするため
に必要不可欠なもので
あると考える。

4972

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24119

ナショナル
バイオリソー
スプロジェク
ト

このま
ま推進
すべき

バイオリソース事業は拡充も
しくは現状維持こそすれ縮減
は絶対に避けるべきである

日本の生物学研究は
世界でトップクラスで
す。本事業で維持され
ているリソースは、そ
れらの研究が生み出し
た成果そのものであ
り、新たな研究成果を
生み出す源でもありま
す。事業の縮減は、こ
うしたポジティブな循環
を断ち切るものであり、
日本にとって自ら成長
の道を絶つことにほか
なりません。

4973

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

50
～
59
歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このま
ま推進
すべき

これまで通り継続的な施設
整備を進めるべきである。特
に、中堅・小規模国立大学の
施設整備を強力に推進して
いただきたい。また、地方都
市にあっては国立大学の施
設整備は都市環境の改善に
も大きく寄与する。

当局の努力により、国
立大学法人等の施設
整備は進んでいるが、
まだまだ不十分であ
る。最新の設備・環境
を備えた施設は先端研
究の基盤である。ま
た、アジア諸国のみで
なく先進国も含め広く
世界から留学生・研究
者を集めるためにも、
施設の整備は重要で
ある。さらに施設整備
は、公共事業としての
側面ももつから、日本
経済に寄与するところ
大である。

4974

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24126
ゲノム医科
学研究事業

このま
ま推進
すべき

是非このまま推進してくださ
い。

多くのひとの身体的苦
痛を取り除く重要な研
究だと思います。

4975 大
学・
公的
研究
機関

40
～

文部
科学

24133

科学研究費
このま
ま推進

○ 我が国の研究者の研究
活動を支える重要な競争的
資金であり、予算規模を拡充
すべきである。 
○ 研究者の研究活動を支援
する重要な制度であり、着実
な予算確保が必要。 
○ 基礎研究を行う大学、独
立行政法人、民間企業の研

○ 新しい研究テーマ
にチャレンジするため、
応募しやすい研究資金
制度である。 
○ 新しい研究の芽を
育てるためには、採択
率を上げて、多くの研
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（独
法・
公設
試
等）

49
歳

省 補助金 すべき 究所等に在籍する研究者が
応募できるもので、研究者が
応募しやすい研究資金であ
る。 
○「若手研究（A）・（B）」は、
若い研究者にとって研究費
獲得の登龍門となっており、
大幅な拡充は必要である。

究者を支援する必要が
ある。 
○ 大学等の研究費が
減少するなかで、公的
な研究資金による研究
支援は必要である。

4976
民間
企業

20
～
29
歳

文部
科学
省

24124
植物科学研
究事業

このま
ま推進
すべき

遺伝子工学は将来性のある
研究対象であり、また組み換
え植物の安全性確認は日本
の食料安全保障のためには
必要なものです。

世界的にみて、将来的
な人口増加、それに伴
う食糧問題解決のた
め、収穫性の高い植物
を遺伝子組換えによっ
て生み出されることは
必至だと考えていま
す。 
これに対して、その安
全性を確認するための
研究はなくしてはなら
ないと思います。

4977

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24164

高速増殖炉
サイクル技
術の研究開
発

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

我が国では、軽水炉による
発電電力量が総発電電力量
の約30％を占めているという
現状ですが、数十年より先を
見越したとき、エネルギー安
定供給のためには高速増殖
炉サイクルの確立は避けて
は通れず、そのための研究
開発は急務であると思いま
す。高速増殖炉サイクルの
実現に向けて技術は確立さ
れつつある状況であるため、
予算額はむしろ増額方向と
し、開発を加速すべきと考え
ます。

同上

4978
その
他

60
歳
～

総務
省

20118

未利用周波
数帯への無
線システム
の移行促進
に向けた基
盤技術の研
究開発

このま
ま推進
すべき

高速化と広帯域化に向けて
加速度的に進展し続ける移
動通信の周波数需要に応え
るためにはマイクロ波帯の解
放が急務であり、これまでマ
イクロ波帯を使用してきた各
種業務を準ミリ波あるいはミ
リ波帯に移行させねばならな
い。このことを世界に先駆け
て実施していくことが情報通
信立国を標榜する日本の大
きな役割であると考えてい
る。これらの周波数帯がシリ
コンＣＭＯＳの射程距離の範
囲に入った現在、単なる技術
開発にとどまることなく需要
喚起を含めて国策的に強力
に推進されんことを期待す
る。

産学協同の研究開発
プロジェクトとしては従
来になくまとまった模
範的プロジェクトであ
り、世界のトップレベル
の技術が入手できよう
としている。これを更に
進めて真の意味で他
に比類の無い技術とし
て確立する必要がある
と考えられるから。

平成22年6月18日に閣
議決定された「新成長
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4979

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24122

革新的タン
パク質・細胞
解析研究イ
ニシアティブ

このま
ま推進
すべき

我が国のライフサイエンス全
体の基盤を構築する施策と
して、また後述するように既
に十分な検討履歴があり、
経済的にも資本となる基盤を
構築する施策なので、このま
ま推進すべきと思います。

戦略」実行計画（工程
表）科学技術立国戦略
の「基礎研究の強化と
イノベーション創出の
加速」において，「創
薬・医療技術支援基盤
の構築」が示され,タン
パク質解析技術開発
拠点を創薬等支援技
術基盤プラットフォーム
として広く研究者等が
利用できるよう整備を
行う、という明確な目標
が掲げられている。

4980

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

総務
省

20116
電磁波計測
基盤技術の
研究開発

このま
ま推進
すべき

近年の科学技術の発展は、
時間の計測技術の進展がブ
レークスルーの種となってい
るものが数多くある。これま
でに実現されている計測精
度をさらに高めようとする本
研究課題は、野心的で日本
の科学技術水準を高めるも
のであり、重点的に取り組ま
れるべきである。

光領域の周波数標準
の研究開発は、現在の
秒の定義の改訂につ
ながる可能性があり、
多くの国の研究機関で
競うように取り組まれ
ている。この分野での
研究に十分な予算を
確保しないと、我が国
の研究水準が世界の
一線から後退してしま
うことになりかねない。

4981

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このま
ま推進
すべき

ノーベル物理学賞を受賞した
小柴さんを代表として、日本
で行われてきたニュートリノ
実験物理はこれまで世界を
リードしてきたと思います。こ
のJ-PARC実験は、これから
も日本がニュートリノ実験物
理をリードしていくためには
なくてはならないものである
と言えます。さらにこの実験
は単に日本が世界をリードす
る、ということだけではなく、
ここでの実験結果次第では、
素粒子物理の小林ー益川理
論では説明のできない宇宙
での粒子と反粒子の非対称
性の起源が、ニュートリノを
通して明らかになっていく可
能性もあるので、学術的にも
非常に注目されている実験
です。よってこの施策は強く
推進すべきだと思います。

上にも書きましたよう
に、J-PARC実験はニ
ュートリノ実験物理を
通して、素粒子物理学
の未解決問題を明らか
にしていく可能性があ
る非常に重要な実験だ
と思います。特に最近
のアメリカのフェルミ研
究所などで行われてい
るニュートリノ実験結果
をみると、まだ我々が
ニュートリノに関してよ
く理解をしていない可
能性を示しているよう
にも見られるので、そ
の意味でもJ-PARC実
験は重要だと思いま
す。ニュートリノ物理だ
けでなく、ミューオンを
使った実験でも、素粒
子物理学に非常にイン
パクトを与え得るレプト
ンフレーバーの破れの
実験なども計画されて
いることから、この施策
は今後も強く推進して
いくべきだと思います。

科学研究費補助金は
これまで数学研究にお
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4982

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

科学研究費補助金は我が国
の基礎研究を支える資金とし
て今後も存在していくべきで
ある。

いて研究活動の基盤と
なる資金として活用さ
れ、優れた研究成果が
科学研究費補助金の
支援の下で生まれてい
る。 
科学研究費補助金は
短期的な経済的利益
にはつながらないよう
な基礎研究にとって非
常に重要な資金であ
る。

4983
民間
企業

20
～
29
歳

文部
科学
省

24107

(独)理化学
研究所運営
費交付金
｢環境・エネ
ルギー科学
研究事業
(内、バイオ
マスエンジ
ニアリング
研究)

このま
ま推進
すべき

日本は面積こそは狭いもの
の、水資源に恵まれており、
それによる森林・植物資源に
恵まれている。 
バイオマス研究は、それら資
源を将来的に有効利用する
扉を開くものである。

バイオ関係事業につい
ては、将来性が見込ま
れる研究事業であるた
め、予算を削るべきで
はない。

4984

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24126
ゲノム医科
学研究事業

このま
ま推進
すべき

重要な研究だと思います。こ
のまま推進していけば重要
な成果が期待できると思いま
す。

これまでの成果からも
今後の成果が期待で
きる。ゲノム医学は日
本の将来に重要だと思
います。

4985

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24129
バイオリソー
ス事業

このま
ま推進
すべき

日本のバイオリソース事業へ
の継続的支援をお願いしま
す。

研究活動は、高度な独
創性を必要とする一方
で、他の研究者が達成
した成果を土台として
使うことによって成り立
っています。実験動物
を用いる研究において
は、多数の研究者がこ
れまでの研究によって
作ってきた実験動物系
統を、自由にやりとりで
きるような体制が整っ
ていることが、研究を
加速させるのに必須で
す。しかしながら、研究
者個人個人が多数の
実験動物系統を維持し
続けるのには大変な労
力が必要です。この点
において、有用な実験
動物資料を、研究者コ
ミュニティーを代表し
て、少数の機関で一括
管理し、いつ誰にでも
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譲渡できるバイオリソ
ース事業は、きわめて
効率的、かつ重要な事
業であると考えます。

4986

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24009
特別奨励研
究員事業

このま
ま推進
すべき

人数が３２人とあるが、分野
の数からすればもっと多く採
用すべきである。

次世代を担う若手の支
援は長期的観点からも
重要である。

4987

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このま
ま推進
すべき

これまで以上に推進すべき
である。 
世界最高性能の施設として、
既に 
アジアを初めとする多くの研
究者や 
学生を受け入れているが、こ
の体制をさらに推進して、国
際的な研究拠点と 
して整備するべきである。

研究による知の集積
は、そのこと自体が 
極めて高い価値を有す
る事を、国内 
国外に啓蒙し、文化的
な国家を建設維持する
志を示すために必要な
研究拠点であると考え
る。 

4988

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このま
ま推進
すべき

「挑戦的萌芽研究」の拡充が
要求されているが、これは大
いに推進すべきである。現状
の２倍といわず、さらなる拡
大が望まれる。我が国の将
来を担う革新的技術を開発
するためには、既に成果の
見通しが見えた短期的視野
の研究ではなく、真に挑戦的
な研究に果敢に取り組む必
要がある。挑戦的であれば
あるほどその成功確立は低
く、多くの挑戦を行わなけれ
ば十分な成果は見込めな
い。現状の「挑戦的萌芽研
究」の予算規模は十分な数
の挑戦的課題の採択には全
く不十分であり大幅な拡充が
必要である。

近年、ある程度成果の
見えた短期的研究に
大型研究費を集中投
資する傾向が強いが、
中・長期的視点に立っ
た我が国の将来発展
を考えた場合、将来の
我が国の経済を支え、
持続的発展に貢献しう
る革新的技術に繋がる
挑戦的な萌芽研究にも
十分な支援をする必要
がある。このような研
究課題は、提案時点で
は当然成果が見えにく
いものであり、審査も
難しいことから、将来
の芽を摘むことがない
ようなるべく多くの課題
に挑戦できるようにす
べきである。

4989

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

全体の額を増すべき。華や
かなテーマだけでなく、 
地道な、しかし、着実に進め
ているテーマにも与えるべ
き。 
科学技術予算全体が競争資
金獲得を奨励する方向に動
いて 
いるのに、科研費のシステム
がそれに対応しておらず、 
全体として見ると矛盾をきた

日本はとにかく科学技
術立国を目指すしかな
い。 
研究者が研究しやすい
下地を作って欲しい。 
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している。 

4990

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このま
ま推進
すべき

とくに最先端研究環境の整
備は重要．さらに，ケンブリッ
ジのニュートンインスティチュ
ートのような，長期滞在型の
研究者交流施設を，数カ所
つくるべき．

最先端研究への重点
的配分は重要．および
数理系の基礎分野に
おいては，上記のよう
な交流施設こそが，い
わば「最先端施設」に
相当する．

4991

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

20
～
29
歳

文部
科学
省

24012

博士課程教
育リーディン
グプログラ
ム

このま
ま推進
すべき

是非、日本国の発展のた
め、本プログラムを実施する
べきである。とくに今後、国際
社会において優位にたつ産
業を我が国内にて創造して
いくためには、従来のような
特定の領域に偏った教育で
はなく、複数領域にわたる文
理総合型の教育プログラム
が必要であり、本施策にある
「オールランウンド型」および
「複合領域型」の教育プログ
ラムを推進していくべきであ
る。

資源の乏しい日本国
の成長は人材育成に
依存しており、博士課
程教育を支援するプロ
グラムは日本国にとっ
て非常に有益である。
日本国の発展を支える
新たな産業創造のた
めには、本施策にある
ような「卓越した専門
性、広範な知識、豊か
な教養、国際性、リー
ダーシップを備えた博
士人材」を必要とし、そ
のような人材を育成す
るための本プログラム
は必要不可欠である。
特に、卓越した専門性
だけでなく広範な知識
と豊かな教養の獲得の
ため、複数領域にわた
る文理総合型の教育
プログラムが必要であ
る。

4992
民間
企業

20
～
29
歳

経済
産業
省

27018

次世代照明
等の実現に
向けた窒化
物半導体等
基盤技術開
発

このま
ま推進
すべき

環境問題対策にもなる次世
代照明を実現するために
は、民間企業だけにその開
発を頼るのではなく、政府主
導で開発に力を入れていか
なければならないものだと思
います。LEDなどはテレビで
取り上げられることもありま
すが、次世代照明の認知度
はまだまだ高いとは言えない
と思います。環境対策に力を
入れることはもはや国の責
務であり、本施策はまさにそ
の実現に向けた技術の開発
なので推進すべきものだと思
います。

蛍光灯に代わる次世
代照明LEDや有機EL
は、高い発光効率を得
られ、今後様々な分野
で活躍するのではない
かと思います。日本の
最新技術の発展だけ
でなく、これらはエネル
ギー消費やCO2排出
の削減に繋がり、その
技術を継続していくこと
は、日本が環境問題に
取り組んでいるというこ
とでもあると思います。
照明は現代社会にお
いてどこの家庭でも必
ずあるもので、なくては
ならないものですが、
100パーセント次世代
照明に切り替えること
ができたら、かなりの
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省エネになるはずで
す。

4993
民間
企業

30
～
39
歳

文部
科学
省

24169

我が国の宇
宙技術の世
界展開 -最
先端宇宙科
学・技術と人
材育成をセ
ットにした新
たな海外展
開戦略-

このま
ま推進
すべき

地球環境観測衛星網を構築
し、衛星データの利用促進を
図ることは必要であると考え
る。

環境・エネルギー大国
戦略により推進される
グリーン・イノベーショ
ン施策の効果を全球
的に検証する手段を確
保する必要があると考
えるため。

4994
民間
企業

40
～
49
歳

経済
産業
省

27024
高効率水素
製造等技術
開発

このま
ま推進
すべき

研究テーマは我国のエネル
ギー政策・産業政策上、極め
て戦略的に重要なテーマで
ある。実用化にあたってはパ
イロットプラントでの実績作り
が重要であるため、初年度
以降も着実な予算措置が望
ましい。

エネルギー基本計画に
示されている化石燃料
高度利用（エネルギー
セキュリティ）における
水素供給の安定化を
実現する上で極めて重
要な技術である。 
大型分離膜量産技術
は極めて難度の高い
技術開発テーマである
が、高度なナノマテリア
ル技術を有する大学等
研究機関と石油精製・
プラントメーカーで協同
し、産学の知見を集約
可能な連携体制が構
築されている。

4995

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

20
～
29
歳

文部
科学
省

24141
特別研究員
事業

このま
ま推進
すべき

これからを担う研究者を支
援，育成していく上で欠かせ
ない事業であると考えます． 
今の若手を育成していくこと
で，将来世界に通用する研
究者が生まれ，日本の国力
を支えていくことでしょう．

博士課程（後期）に進
学し，研究者をめざす
者にとって非常に重要
な支援であります． 
また，私は，現在，学
振特別研究員であり，
この支援のおかげで研
究をすることができて，
生活も支えられており
ます．

4996

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

30
～
39
歳

文部
科学
省

24164

高速増殖炉
サイクル技
術の研究開
発

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

マスメディアでは地球温暖化
の危機が強く叫ばれるように
なってきましたが、一部の情
報誌等を除き、解決方策とい
えば自然エネルギーの推進
や個人で節電を推奨するよう
なことばかりが述べられ、原
子力の必要性はまだまだ国
民へ浸透していないように感
じられます。原子力、特に将
来のエネルギー安定供給を
生む上で重要な高速増殖炉
分野の施策について優先度
を高く設定することは、国民
の理解を得るという観点でも
重要と考えます。

同上

RIビームファクトリー
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4997

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このま
ま推進
すべき

RIビームファクトリー,J-
PARC,KEKB,SPring-8の４つ
の大型加速器は、いずれも
それぞれの分野で世界ダン
トツの性能を持ち、日本の宝
というべきものである。ここで
進められる基礎科学は日本
の科学レベルを大きく進展さ
せる。RIビームファクトリーで
の原子核物理学の研究は、
元素の起源と物質の基本を
解明するとともに、さまざまな
応用の可能性をもつ。現在よ
りもより多くの予算をとって運
転時間を増やして推進すべ
きである。

は、原子核物理の分野
では世界中の研究者
の羨望を集める画期
的な加速器であり、完
成後すでにすばらしい
成果を次々出してい
る。世界中の研究者が
共同研究を申し込んで
おり、今後国外からの
人的、資金的援助も期
待できる。しかし、類似
の加速器が米国、欧
州、韓国などで計画さ
れており、日本のRIビ
ームファクトリーでは運
転時間を増やして研究
を徹底的に進め、彼ら
が追いつくまでに多く
の成果を出さなければ
ならない。

4998

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

40
～
49
歳

経済
産業
省

27115

戦略的原子
力技術利用
高度化推進
費補助金

改善・見
直しをし
た上で
推進す
べき

革新的原子力技術の実用化
に向けた研究開発に加え
て、現行の原子力政策の再
構築を行うとともに、当該分
野の人材育成にも注力すべ
きである。人材育成に関して
は、例えば、日本原子力研
究開発機構に、原子力工学
分野の大学院専攻課程を設
置するような方式が可能であ
ると考える。

原子力技術は、グリー
ン・イノベーション・テク
ノロジーの中核の一つ
であり、日本のリーダ
ーシップの発揮が今後
期待できる分野であ
る。原子力は、個別分
野の集積ではありえな
い、総合システム工学
であるが、二十年以上
にわたり、当該分野の
技術者・研究者育成が
軽視されてきたため
に、中核となる人材が
払底している。この現
状に鑑み、人材育成に
も資源を割くことが望
ましい。また、現行の
高速核融合炉・再処理
炉は古い設計原理に
従って建造されたもの
であり、現行の実験炉
は廃棄し、現在の材料
技術の水準で再開発
するのが、最終目標を
早期に達成できるので
はないか？

4999

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試

30
～
39
歳

経済
産業
省

27112
地層処分技
術調査等事
業

このま
ま推進
すべき

放射性廃棄物の処理・処分
技術（ガラス固化、地層処分
等）は必要不可欠で、これが
欠ければ核燃料サイクルは
成り立たないというクリティカ
ルな案件です。そのため、使
用済燃料再処理や地層処分
技術に関わる施策について
は優先度を高く設定し、推進

同上
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等） していただくことを要望します

5000

大
学・
公的
研究
機関
（独
法・
公設
試
等）

20
～
29
歳

文部
科学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このま
ま推進
すべき

大強度陽子加速器施設J-
PARCは日本の実験素粒子
物理、ハドロン物理、原子核
物理を担う重要な加速器で
ある。 
日本の実験物理学分野の発
展のためにもこの施設への
支援は行っていくべきであ
る。

日本の実験素粒子物
理分野、ハドロン物理
分野を担っている施設
はJ-PARC、および
KEKBのみである。 
これら2つの施設は全く
異なる実験を目指した
施設であり、片方を無
くすことは日本の素粒
子、ハドロン物理の半
分を削ることにひとし
い。 
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